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ま え が き

本 協会 では 、 最 近 の コ ン ピ ュー タの め ざま しい普 及 に伴 い コ ン ピュー タ教

育 の重 要性 を認 識 し、 昭和44年5月 以 来 、 コ ン ピュー タに関 す る 「教 育 問

題 研 究 委員 会(委 員長 北 川 敏 男 氏)」 を設け 調査 研 究 を進 め て きた が、 こ

の た び昭 和46年 度 に おけ る活 動 成果 を と りま とめ 「コ ン ピ ュー タ教 育 に関

す る報告 書 第3集 」 を発 行 す る こ と とし た。

第3集 の 内容 は

(1)FORTRANコ ン パ イ ラ開発 コ ンク ー ル

(2)一 般 管 理 者 向 け 企 業 内 コ ン ピュ ータ教 育 カ リキ ュラ ム

(3)電 算 機 学 校 問題

に関 す る もので あ る。

(1)の 「FORTRANコ ンパ イ ラ開発 コ ンクー ル」 は、 昭和44年 度 の 「大

学 教 育問題 部 会(主 査 森 口繁 一 氏)」 に おい て検 討 され た 「高等 学 校 にお

け る教 育用 コ ン ピ ュータ の標 準 仕様 に も とづ き、 そ の構 想 を コ ンク ール 方式

で具 体化 した結果 を と りま とめ た もの で あ る。

(2)の 「一 般 管 理 者 向け 企 業 内 コ ン ビ=一 夕教 育 カ リキ ュ ラ ム」 は、 昭 和

44年 度 の 「再教 育 問題 部 会(主 査 大 野達 男氏)」 にお い て提 言 した企 業

内 コ ン ピ ュー タ教 育 の た め の カ リキ ュ ラムの開 発 を具 体 化 した もので ある。

(3)の 「電 算機 学 校 問題 」 は 、 以 前 に 昭和44年 度 の 「各 種学 校 問 題部 会

(主 査 高 柳 晃 氏)」 にて、 一 度提 言 を と りま とめ た こ とが あるが 、 その

後 コン ピュー タ ・ブ ー ムが 去 る と と もに電算 機学 校 は はげ しい 淘 汰 の波 に洗

われ新 た な問 題 が発生 して きた。 そ こで、 この よ うな情勢 にの ぞ ん で、 昭和

46年 度 に、 再 度 「電算 機 学 校 問 題 研 究 委員会(委 員 長 根 岸 巌 氏)」 を

設 け て、 電算 機 学 校 の現 状 分析 、 今後 の方 針 ・対 策 につい て研 究 成果 を と り

ま とめた。
昭和47年6月

財 団 法 人 日本経 営情報 開 発 協会
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第1部

ミニ コ ン ピ ュー タ にお け る

FORTRANコ ンパ イ ラ開発 コンクー ル

一1一



、

W

■

」

∀

.8

ぺ
▼

、

.

」

.

∀

.



●

▼

∀

第1章 ま え が き

電 子 計算 機 を学 校 に導 入 して、 大ぜ いの学 生 に実 習の機 会 を提供 す る こ

とは 、 社 会 の情 報 化 を正 し く推 進 す るため の 重 要 な 施策 で ある。 そ の電 子

計算 機 は 実習 の ため に学 生 が書 く多数 の プ ログ ラムを、手 順 よ く高 能 率 で

処 理 す るこ との で き る もの でな け れ ば な らな い 。 と くに フォ ー トラン語 で

書 か れ た プ ロ グ ラ ムを翻訳 し実行 す る と きの 能 率 の 高い もの が要 求 され る。

プ ログ ラ ムを翻 訳 処理 す る プログ ラ ム↓ す なわ ち 「コ ンパ イ ラ」 は 、 普

通 は 主 記憶 装置(磁 気 コ ァ)に 常 駐 して いな くて 、新 しい仕事 にか か る ご

とに外 か ら主 記 憶装 置 に入 れ な おす 必要 が あ るの で あ るが、 そ れ では 多数

の プ ログ ラ ムを 次 々に処理 す る と きの能 率 が わ るい 。 これ に対 して、 これ

を コァに常 駐 さ せ て お い て.仕 事 が 変 わ って も入れ な おす こ とな く働 かせ

る ことが で き る ように す る と、能 率 が格 段 に あが るの であ る。 この よ うな

「常 駐 コ ンパ イ ラ」'は、大 型 撚 中 型機 、小型 機 を通 じて、 そ れ ぞれ 可 能

で あ り有 用 であ る。 実 際、 大 型 機 でそ うい う ものを 用い て成功 して い る例

もあ る。 しか し、 わが国 では そ うい う常 駐 コ ンパ イ ラの必 要性 が ま だ十 分

認識 され て お らず、 と くにい わゆ る ミニ ・コ ン ピ ュ ータでは そ うい う もの

は 不 可 能 であ るか の よ うに 従 来 は思 われ て い た傾 向 が ある。計 算機 の メー

カーの専 門家 の間 で も、 そ の辺 の認 識 は浅 く、 た とえ その よ うな ものを 作

る と して も、 そ の 性 能 は き わめ て限 られ た もの にな り、 あ ま り実 用 的 な も

の には な りえな い だ ろ う とい うの が む しろ通 念 であ った といえ る。

そ こで、 日本経 営情 報 開 発 協 会 は、 ζの よ うな通 念 に挑 戦 し、 と くに ミ

ニ ・コ ン ピュ ー タ にお け る常 駐 コ ンパ イ ラの 可能 性 と威 力につ い て の世間

の認識 を 高 め る た め に、広 く有 為の 人 材 に呼 び かけ て常駐 コ ンパ イ ラの 開

一3一



発 の コンク ールを催 す こ と とした 。

これ に対 して ミニ ・コ ン ピ ュー タの メ ー カー8社 が・機 械 時 間 の提 供 を

含 む 協 力を約 束 され た。

幸 い に して この コン ク ールは 大 きな 反響 を呼 び、77件 の 応 募 が あ った。

'その後
、む そ ら くはい ろい ろ な事情 が あ ったの で あろ う・ 次第 にそ の数 ほ

減 少 し、提 出〆切 日には10件 とな った。 これ らにつ いて 厳 正 か つ慎 重 な

審 査 を行 な った結果、4件 の入 賞 が決定 し、 その うちの1件 に は最 優 秀 寅 が

贈 られ る こ ととな った。 これ らは いず れ も予 想を はるか に上 ま わ る優 秀 な

出来 ぱ えの もの で あ り、 コン ク ールの 目的 は 十 分 に達せ ちれ た もの と思 わ

れ ゐ。

ここに この コ ンク ールの 経過 ・結 果・ 最 優秀 作 品 の性 能 の 概 要 な どを と

りま とめて公表 す る次第 で あ る。

■

」

▼
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第2章 募 集 要 項

〔目 的 〕

電 子 計 算 機の コ ア に 常駐 す るFORTRANコ ンパ イ ラの 開発 に関す る

コ ン クー ル を実 施す る こ とに よ り、 常駐 コ ンパ イ ラの必 要性 に対 す る社

会 の認識 を高 め る と と もに、 学校 におけ る コ ン ピ ュー タ教 育 の推 進 に寄

与す る こ とを 目的 とす る。

i

〔標準 仕 様 〕

主 記 憶4k語(1語16ビ ッ ト換 算)程 度 以 内 の ミニ ・コン ピ ュー タ

を使 用 し、 メモ リの一 部 に コ ンパ イ ラを常 駐 させ、 残 りの 部 分 に 目的 プ

ロ グ ラ ムを作 り出 して コ ンパ イル ・ア ン ド ・ゴー を行 な うこ との で き る

FORTRANコ ンパ イ ラを開発 す る。

従 って、FORTRANのJIS規 格 の趣 旨を尊 重 す るこ と}は望 ま しい

が、 そ の特 定 の 水 準 に は捉 われ ず 将来 あるべ き高 等学校(商 業 高 校、 工

業 高 校 を 含 む)等 の教 科内 容 に よ く適 合 す る よ う"なコンパ イ ラで、 か

つ、 処理 時 間 の短 い ものが 望 まれ る.

(入 出力 装 置 として は光 電 式紙 テ ー プ リー ダ と タイ プ ライ タが 使用 出

来 る)

〉

〔開 発 に 関す る条 件 〕

O使 用 計 算 機

コンパ イ ラ開 発 に際 し使 用す る計 算 機 は国 産 の ミニ ・コ ン ピュー タお

よび ミニ ・コ ン ピュ ー タ相 当の もの とす る。

-5一



計算機 を確保 す る方法 と して 次の2通 りの方 法 が あ る。

(1)応 募 者 自 らが 計 算機 を確保 す る。

② メー カの協 力 を得 て計 算機 を借 用す る。 そ の際 、 応 募 者、 機械 提

供 者 はお互 い に良 識 を もって 使用計 画、 使用 に 関 す る諸負 担 等 につ

き取 りきめ を行 な うこ と。

■

〔締 切 〕

応募期間

提出締切

昭 和45年10月20日 よ り同年12月12日 まで

昭 和46年9月30日'

〔 賞 〕

優 秀 な もの に つい ては、 賞 状 及 び賞金 を 授 与 す る。

そ の うち最 優 秀 賞 は100万 円 とす る1。

」

▼
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第3章 入 賞 者 名 簿

最優秀頁

優 秀 賞

優 秀 賞

優 秀 賞

東 京 大 学 工学 系 大 学院 武 市 正 人

東京 大学 工学 系 大学 院 米 沢 明 憲

(使 用機 種:MACC--7/s)

㈱ ソ フ トウ ェア ・リサー チ ・ア ソ シェ イ ツ

常務'岸 田 孝 －

r他1δ 名'

(使 用 機 種:OKITAC-4瓢'06')

東 京 大 学 工学 系大 学 院 鈴 木 則 久

(使 用 機 種:FACOM二R)

東北大学大型調 機センター研究醗 頗

高 二橋'理

東北大学大型計 算機セ ンタニー研究開 発部助手'

松 田 孝 子

(使 用機種:OKITAC-4300)
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第4章 言 語 の 外 部 仕様 と コ ンパ イ ラの性能

1)言 語 仕様

JISFORTRAN水 準3000に 準 じて い るが、 そ の相 違 点 の 中に

は水 準7000を 上 まわ る機能 も含 まれて い る(養 印 の もの)。

文 番 号

型、混合演算

キ 乗

添 字 式

配 列

DO文 のパラメタ

入出力文

賛ORMAT文

プログ ラムの最初の行は最初 の文字か ら、 それ以後には

じめてあ らわれる 口 ・杜 をい う・他の行は[コ の次

の文字か らその次の 口 蛭 をい う・

英字 名 は1～4個 の 英数 字 の列 で最初 の文 字 は 英 字 とす

る。

1～32767と す る。,

SC実 数 型
、 整数 型b区 別 を しな い。 変数 は2語(32ピ ッ

ト)。

許 さ れ る。

祷算 術 式 が 許 され る
。

2次 元 ま で。

祷算 術 式 が許 され る
。

祈算 術 式 が許 され る
。DO形 な らび は 許 さ れ ない 。

F変 換12字 、E変 換15字 、1変 換7字 、A変 換1字 の

固定 幅 で あ る。群 反 復 な し。

文 関 数 と組 み こみ 関数 な し。

実 引数緬 列要 素、仮引拠 は配　‖名で よい。

一8－
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■

㌢

COMMON

EQUIVALENC8

PAUSE

BACKSPACE

基本 外部 関 数 と して 次 の6種 を もつζ:・8QRT,EXP,ALOG,

SINCOSATAN

な し

な し

な し

な し

i

－9一



2)ERROR

〔2.-1〕 翻

?種 類

000

MESSAGE

訳 時

内 容

001

002

003

004

gos

OO6

007

008

009

010

011

012

算 術代 入文 、 あ るい は文 が

識 別 で きない。

SUBROUTINE文 、

FUNCTION文 の 誤b

DIMENSION文 の誤b

DO文 の誤b

GOTO文 の誤 り

CALL文 の誤b

IF文 の誤b

READ文 の誤b

WRITE文 の誤 り

PORMAT文 の誤b

未 定 義の 文番 号が あ る
fIF,GOTO文 に関

す る もの)

DOの 入れ 子構造 が 正 し

くな い。

文 番 号が再定義されてい る。

一10一

処 置

次 の 文の処 理 に移 る'

〃

〃

〃

〃

"

〃

〃

〃

"

プ ログ ラ ム単 位終 了

の 際 に 出 され る。

次 の プ ログ ラ ム単 位
の処 理 に移 る

新 しい定義 を採用 して
続行

●

宙

▲



■

∀

?種 類 内 容

020

021

100

101

手 続 き副 プ ログラ ムが再 定

義 さ れて い る。

手 続 き副 プ ログ ラムの 引数
の数 が 制 限(15個 ま で)

を越 えて い る。

文 番 号 の数 が 制 限(32個

ま で)を 越 え てい る。

DOの 入れ 子 が 深す ぎる

(8段 ま で)

処 置

この プロ グ ラム単 位 の処 理

は 行 なわず 、 次 の プ ・グ ラ
ム 単位 の処 理 へ 移 る。

〃

この プ ログ ラ ム単位 の処 理

を中 断 して 次 の プ ログ ラ凶

単 位 の処理 へ 移 る。

〃

200 手 続 き副 プ ログ ラムが 多す

ぎ る(10個 まで)。

〃

300 プ ログ ラム単 位 が大 きす ぎ

る(英 字 名が 多す ぎ る)。

〃

400 算術 式、が 複雑 す ぎ る。 〃

ム
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,

〔2-2〕 実 行 時

種 類 内 容 処 置

000∀ 翻 訳 時 に 誤bが あ った 。

001 Addressの 誤 り、

(代 入 の際 に 、 変 数 名 等 な い

場 所 に デ ー タを 与 え よ う と し

た 、。

002・ 手 続 きが引 用さ れ たが 該 当手

続 きが定 義 され てい な い。

終了す る

〃

010 被 演算 要 素の 数 が合 わ ない。

手 続 き引 用 の際 に引 数 の数 が
一致 しな い こ とが あ った。

〃

100

200

103

17B

作業用領域が足 りない。

計算が複雑す ぎる。

被演算要素がい りくみす ぎて
い る。

演算 中、 整 数 化 を行 な う際 に

絶対 値 が32767を 越 えた もの
に対 して行 な った。

0で 割算 を行 な った 。

〃

"

〃

i

◇
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●

∀

'レ

3)コ ン パ イ ル 速 度 と 実 行 速 度

下記 の プ ・グ ラ ムの実 行 速度 はN=1000 ,X=1.0の と き

*本x1:17秒

累 累 率2:30秒

,

率 率 潔3:20秒
.

亭 平 家4:30秒

で あ る 。"

・S-6;

・***DO:IF+ADD5

M=O;

READ(2,100)N,X3

WRITE(3'100)N'X3
'1***1;

'

DOlI=1'N∫

1CONTINUE;

M=M+1;

WRITE(33100)M5

,***2;

M=M+1;

1=O;

21=1+1;

IF(1●N)2,3,3;

3WRITE(3,100)M;

.***3SUBROUTINECALLハ

M=M+1;

DO41=1,N;

CALしSUBA(1)」

4CONTINUE:

WRITE(3夕100)M;

.***4;

M=M+1ハ

DO51=1,N;

.A=1●O+4096●0;

5CONTINUE;

WRITE(3,100)M'A;
'STOP

;

100FORMAT(!17ρEl5.7);

E,ND;

$

SUBROUTINESUBA(1)3

RETURNＬ

END;

@

-13一
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下 記 の フ'・ク ラ ムは 入出 力 を含 め て 約50秒 で あ る。.

「S-5LINEAREQ・;

DIMENSIONA(5'6):

N=4∫

N1=N+1;

DO101ニi,N▲

DOllJ=1βN;

IJニ1-J;

IF(IJ)2ρ2夕3∫

2・IJ=-IJハ

3CONTINUE;'

A(1,J)=N-IJ;

1iCONTINUE;

10CONTINUE;

DO121=1,N;

A(1,N1)=O▲

12CONTINUE;

A(1ρN1)=1;

WRITE(3夕200);

20gFORMAT(/!10X'4HDATA);

DO131=1'N∫

WRITE(3,99)3

99FORMAT(/);

DO13J=.1夕5」1;'

WRITE(3'203)A(1'」);

203FORMAT(F);

13CONTINUE;

.SWEEPOUT;

DO20K=1夕N;

P=A(K夕K)∫.

Kl=K+1;

DO21」=K1夕Nl;

21A(K'J)=A(K,」)!P3

DO301=1,N;

IF(1-K)4,30夕43

4DO40J=K1,Nl;

40・A(IＬJ)=A(1'」)-A(1,K)*A(K,」)3

30CQNTINUE;

20CONTINUE▲

WRITE(3夕201);

201FORMAT(/10X,4HANS.)3

DO41・1=1夕N;

WRITE(3,202)A(1〃Nl)3

202FORMAT(/5Ej5

41CONTINUE3'

STOP:

END;

@
-14一
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●

⑱

4)ユ ー ザ ー エ リア

プ ロ グ ラム 部 分 とデ ー タ部 分 を あ わ せ て 約800語 連 立一 次 方程 式

は15元 で で 解 け る。

そ の他 次 の よ うな プ ログ ラロが実 行 可能 で あ る。

4

レ
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S-10-1
ロ ココ ト 　×,寸不

ノ

}蔦三∩D(2/100)N;

へ∪

∩
)
0

0

D

D

D

D

1

2

3

4

11=1/NT.;

12=i,N∫

工3=1夕N;

14=1,N;

@

・

'

15=1+(2+(3+(4+(5+(6+(7+8・))))));

VRITE(3,100)15;

セ

!
「

、

戸
」
)
.」

'

23個 反 復

4

3

〔6

.-

100

STOP;

END;

@

@FOB

CO"JTINUE;

CONTINUEj・

CONTINUE;

CO,VTINUE3

FORMAT(!17):

F22000

1

6
6

6

6

6

6

6

6

6

6
6

6

6
6

6

6

6

6

6
6

6

6
6

3

3

3

3

3

3

3

3
3

3

3

3

3
3

3

3

3

3

3
3

3

3
3

一16一
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第5章 コ ンパ イ ラの 評 価 法 と テ ス ト用 プ ログ ラ ム の 一 部

コンパイラの評価 の時 に評価 の対 象 となった項 目は次の とお りで ある。

項 目' 配点 備 考

・

結果的にはFORTRANJIS
1 言 語 仕 様 20

3000と の比較 にな った

ア ニ ュアル の書 き方 とプ ロ グ 各自の コンパ イラの特徴 を示す例
2 10

ラム例 題 を・マ ニ ュ アル と と も に提 出

プログラムの大 きさ・デ ヅ 部 分

3 ユ ー ザ ー ・ エ リ ア 15

の大 きさ

一

コンパ イル 、実 行 、 入 出 力 の速 度

4 速 度 20

(価 格 を考慮 した)

5 精 度 5 加減剰余、標準 関数、入 出力変換

9月30日 提 出 の テ ー プに プ ログ

6 虫 5 ラムの 「虫」が どの程 度に含 まれ

か る か.三 、 『・
'

ユ ー ザ ー プ ロ グ ラ ム の エ.ラ 」 に よ

7 使 い 易 さ ・ 丈 夫 さ 10

って ζわ れ るか ど うか'
「

8 コ ン パ イ ラ よ りの メ7セ ー ジ 10

・ンパ ・ル後の欄(・ モ戸 ・

プ)、 エ ラ ー メ 。 セ ー ジ ∵

9 ソ ー ス テ ー プ の 作方 易 さ 5 紙 テ ー プの個条

計 100

一17一



評 価(定 量化)

1・ 重 要 な 項 目で差 の出 る もの を10個 選 ん で 項 目毎 に実 現 度に より採 点

2.審 査 委 員 の採 点

3.ユ ーザ ー エ リアの比 率

4.絶 対 時 間 ×標 準 価 格 の逆 数 の比

4つ の問 題 に ついて そ れぞ れ 評価 を行 ない 、そ の 合 計点 を と った 。

i}一
&メ ッセ ー ジの種 類 と量

9.ソ ース テ ー プ作成 に要す る労 力

なお 、評価 に 当 って は、 第1次 テス トプ ロ グ ラ ムbよ び 第2次 テ ス トプ ロ

グ ラムの結 果 、 さ らに審査 委 員が立 ち会 い を行 な った際 に得 た情 報を使 った 。

」

1r
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4

`

●

5-1) Testprogram-1

.FOR↑RAN 、SOURCE.PROGRAMPRINTヌ

DIMENSIONX(10)ハ
・C=・

'D宕$'P3● 〃S=SEMICOLON,B冨BLANK'●0=O, .49=9;
.PAGEIN!TIALI乙ED3

CALLINT(C診D'P'5,AO,A9,8,PAGE》 ハ

1CONTINUE;
・PAGEBEG1NNING;

UR1↑E`3〆100)PAGEハ

100FORMA「 『(!!!17,2H・!!)ハ.

LINE■5ハ

2CON .TINUE;.
・ -LINEBEGINNING;

READ《1,110)A3

110FOR)IAT(!Ai,J

I80ハ

221F《 ▲－AO》3020,213

211F《A-A9》20■20,3β

201田1◆1膓

x《D● 朗

READ《1,120,Aハ

1eo曾OR日AT《Al,3

00TO22ハ

31F《1,505,45
・STAT江 ■ENτNUM8ER3

4DO`3」 ■1,7●1ハ

t3VlurE《3∂130)ハ
、

`30P98麗 白丁《1X》3

0023」 ■1013

83U田 ■駅3'120》)～ くの3

箇RIT江 《3'130,ハ

1F《A●8》6011063

51F`禽 ●C》6,7,6β
.COHosmrLINSJ

7VRITE`30140,β'

140FO1周 睡AT《ix,IH・,6X》 ハ

11Rl;AD《1・`10,A3

60τ0553

61P《 禽●D》80908ハ
・CONmOL$8

9冒R1τ 江《3,120》 禽3

60TOMS

81P`A●P,50θ10,503
・CO日 τ窟OL● β

10VR1?E《30120,A8

㎝ 」LPCLRCLI鱒E》3

STOPβ
・STAτ ■nENT80mr3

IF(A-s)
●LI日E

52

53

9RITE(3,150,δ

!50FO辿 τ《/,1

50VRITE(3'160》 」

160FORNAI『 《8X,,

GOτ055ハ

51READ《1'1eo}AS

55UR!TE《3,t20》A3

51,52,513

0NDj

lF《LINE●54》53,53'54」

LINEエLlNE◆IS

－19一



◆

GOTO2ハ
・PAGEEND;

S4CALLPCL!(L!NE);

PAGE=PAGE◆1膓

GOTO1;

END∫

5

$CBCEFEOOO

■

SUBROU↑INE:NT《C,D■P'S'AO'A9'B'PAGE)1

READ(DIOO)C,O,P'S'AO'A9'Bハ

100FORMAT《!7A1)膓

VRITE(3,110)ハ

)3"OFORvaAT(!!7HDATEt

READ(2∂i20):

120FORMAT《6H,3

UR1↑E《3'130》 ハ

130FORrdlAT(/?}{PAGε8

READ(2'140)PAGEハ

i40FORNAT《17》j

UR:Tε く3診150》 ハ

150

ゼRITE《3,120》3

CALLPCLR《5,S

nETURNI

ENDハ

$

$DOEtEOOO

》3

FORNA↑ 《1!1H●!!!1!3tH寧 ●傘FORrRANSOURCEPRO6R禽H◎ ●⑨

'

》》

SぽBROUTINE.PCLR《X》3

0011●x'608

1VRITE(30100》8

100FORMAT(1》 ⊃

":Tε 《3診1io》8

110FORNAr(ノIH・ 》3

RETURN3

ぽDハ

●

●D23江FCOOO

D良TE8460929

P禽8宮81
}・ ・か … 四 ・・

`

`

460929
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4

'◆

●

■

●

■

●

●

■

●

18

EORTRANSOURCEPROGRAMPRINT;

DIMENS!ONX(10)ヌ

Cロ ・,D-$,P8●,SsSEMICOLON診

PAGEIN!TIALI乙ED5

CALLINT(C'D'P'S,AO■Ago8ぞPAGE》 ハ

1CONTINUE;

PAGEBEGINNING;

WR:↑E《3'100)PAGE3

100FORMAT(ノ!/17,2H8!!);

LINE.53

2CONTINUE3

LINEBEG:NNING3

READ(1夕110》A3

110FORHAT(1A1》 β

1エOJ

221F(A-AO》3,20診213

21工F《A-A9,20'20033

201宜1◆Is

x《D●A3

READ《1,120》Aβ

120rORPIA!『 《A1,,

60TO221

3!F(1》S,5,43

STATE)IENTNUNBI口R;・

4DO13」 ●t,?●13

i3VRITE《3'130》3

130FORMATCIX》3

DO23Jo1'rl

23VRITE《3'120,X《J,1

UR!TEC3,130,S

lF《A●8》6,11,6β

51F《A-C,607'63

COMNSNTL!NEI

?URIT!《3,140》j

140『ORNA'『`IX,1H%6X》,

11READ《t.110》A3

60τ055β

61F《A.D》8'9983

CONTIIOL5j

gURITE《3夕120》A;

60TO54S

81F(A●P,50,10'50J

CONrROL● ハ

10URITE《3,i芭O)A3

CALLPCLR《L1閥E,ハ

5TOPハ'

STA↑ εrlεNτBODYS

50VRITE《3,160》 β

160FORMAT《8X》3

60TO553

51READ(1,120,A3

B=BLANK,AOgO'A9=9;

一21一
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$

●

●

55WRITE(3'120)A;

IF(A-S)51,52'51:

LINEEND5

52工F(LINΣ 一54)53■53'54ハ

53LINEロLINE◆1;

VRITE(3,150)ハ

150FORMAT(!):

GOTO2ハ

PAGEENDハ

54CALLPCLR(LINE);

PAGE8PAGE◆1∫

GOTO1;

ENDI

9

d

5

38

100

110

120

130

140

1SO

SUBROUTINE1NT(C'D'P■S'禽OθAgo8'PAGE》 ハ

READ(1'100)C∂D■P診S'AO3A9ρBS

FORNAT《!7A1);

冒R1τE(3'110)ハ

1omA↑ 《!!?HDATE・)3

R巨3しD《2■120,1

FORNA「r《6H》3

曾R1τ ε(3,130》;

「0】団随Ar『《!7HPAGE8)5

READ(2'140,PA6ε3

FO】RH禽 τ《17》3

UR:Tε ぐ3θ150》3

FO㎜ τ《ノ!IH● 〆ノ,ノ ノ31HS●sTORTRANSOURCEPRO6RAM***

UR1↑E(3∂120,J

CＬNＬLPCLR《5》 ハ

RETURN3

);

ENDI

●

4t

-

∩
▼
01

110

SU胞ROUT!NEPCLR《X)3

DOlIeX■601

UR1τ ε(3,100》3

FORMAT(ノ)3

VRITE(3診110》;

FORHAT(!1H-)3

RETURNＬ

END3

`

・S●;09
.一

紙 テ ー プ上 の デ ー タ
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■

5-2) TeStprogram-6

■

*率 車FORTRANSOURCEPROGRAM車 串*460930

1:

4

9

CTESTOFROUNDINGERROR傘 亭亭PROGRAMNO.1

53M=O;

READ(2♪200)MST,MED診IN↑'DEF,DEG'A3

URITE(3ラ201》3

201FORMAT(!!!)5

200FORMAT(F)3

URITε(3診110)M;

110FORMAT(1,IH◆ 》3

DOlOI■1診10S'

VRITE(3'103)3

103FORMAT(5H-● 一●◆》3

10CONTINUE3

VRI↑ ε(3'105》3

105FORMAT(!)ハ

5●0.03

τロ0・03

M● 筒ST●INT3

H目 ■13

50■ ●N◆1NT3

8sN;

6■1!6ハ

5■5◇63・

X■6β

C鮎LCU「 『CXθA》1

T■ τ◆x3

CALLCUT(T∂A》 ハ

ERRロ(s●T)!↑3

N● 剛 一跡 ¶駕5傘53

1F《N)70,7b70δ

71VR1τE(3夕1io》KM;

Gorro72;

70URI↑ ε(3,108,ハ

108PORNAT《7X,1HI)3

72Nl8ERR!DEF3

N1●N1◆25;

N2●S!DEGI

闘O■253

tF(N1●25)61'61θ623

61NO●Nlハ

Nlロ253

62NMnN1-NO◆2ハ

NNエo;

DO601■1,503

1F(1-N2)63'73,63ハ

73VRITE(3夕109》 ハ

NN■NN◆13

GOTO673

631F(1-NO》65,64'643

641F(1●N1》66'66'651

65冒RITE(3'106)ハ

GOTO60;

***3
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2:

66

106

107

109

67

60

69

"「F.1TE(3,iO7)5

NN=NN◆13

GOTO67:

FORt,1AT(Ix)5

FOPMAT(1H*)ハ

FOR)1AT(IH・);

IF(NN-NM)60,69'693

CONTINUE;

WRITE(3,105)3

MMsMM◆1;

IF(MED-M)50,S3'50ハ

STOP3

ENDハ'

つ

■

5

38

5UBRour!NECUT《X.A,ハ

v●1・03

X■i●000◎01命X3

421F《X・A》43,43診413

43X●10・O傘Xハ

V■O●ISVj

90TO42」

41甘1● ■X◆0・53『

x■v*NNj

RtrumN;

竃凋Dj

●

●

●

5
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工 ・¥

:・

工 ・
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1・*

工*亭*◆

1***率 ・

工**・

10◆**◆

工 率*** 「

1

1

工

15◆****

1*傘 率牢寧*

1**串 ⑨寧率**

1*****率 ●**亭 亭*串*

1*事************寧 寧**牢

20◆**奉 ◎*****牢 申事■●●***寧

1串 ●事寧*亭***牢**寧 奉串本傘*●*率 ●**

1

工

1

85◆

1

1

1

1

30◆

1

1

】【

1

35◇

1

1

1

1

40■

1

1

1

工

45◆

*

*× 球*¥=κ ぎ***

*******ネ*

*寧**〉;・vsx:s

***寧 ●

***●

*寧*章***■*

**寧 牢*****率**章*****

****率***寧*率

**牢*****奉 率寧⑨***

寧****奉 事事亭亭寧****

⑨*宰*亭 亭***

**■*傘 硲*寧 ⑨

寧奉傘*■ 奉寧硲傘*申 事

●寧命中**

**

傘**

寧*寧 ●◎*寧

●

●

■

■

寧*⑨ ●◎****奉

■

■

●

○

■

●

◆

■

■

●

●

■

■*■ ◎亭*********寧

傘⑨●●宰*****

*■ 命令◎事事
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第6章 機 種 別 応募 者数

応募総数 昭和45年12月 現在

機種別応募者数

77件

機 種 名 自己調達 借 用 計

CEC555-4 2 2

DDP-316 1 1

FACOM-R 4 6 10

HITAC-10 17 5 22

JEC-6 2 2

JRA 1 1

MACC-7/S 2 3 5

MGP-21 1 2 3

NEAC-M4 4 3 7

OKITAC-4300 6 1 7

RTC-8 2 2

TK-70 1 1

TOSBAC-40 1 4 5

計 42 26 68
`

9件 については使用雛 の鍵 がつ かずr=ン クールには不⑳ とな っ

た 。

提 出〆 切 日(昭 和46年9月30日)現 在

機 種 名 自己調達 借 用 計

FACOM-R 1 1

HITAC-10 1 1

MACC-7/S 1 1

MGP-21 1 1

NEAC-M4 2 2

OKITAC-4300 2 2

RICOM-8 1 1

TOSBAC-40 1 1

計 7 3 10
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第7章 コ ン ク ール実 施 経過 概 要

昭和44年7月30日 、高校教育関係者お よび電算機 メー カ各社 と本協

会が主催す る教 育問題研究委員会大学 部会 の委員 との間 に 「高専 ・高校 に

おけ る電子計算機の標準 仕様お よび設置基準」 に関 し討論 会が開催された。

その結果、学校教育 においては、大量 の プログ ラムを迅速 に処理 できる安

価k計 算機が必要であることが確認 され、'同部会 は11月 に 「高等学 校 に

おけ る教 育用 コン ピュー タの標準仕様 」 を発表 した。 この結論は同年11

月、本協会が行な った コンピュー タ教 育に関す る提言 に もとり入れ られた。

その後.昭 和45年5月 の教育委員会 において、高等学校 におけ るコ ン

ピュータ教育の効率 向上 をいか に図るかが検 討された結果、 ミニコン ピュ

ー タに よるFORTRANコ ンパイ ラの'開発 をコンクール方式 で実施す る

こ とが 承認 され 、 同 年9月28日 に コ ンパイ ラ開発 コン クー ル審査 委 員 会

が正式 に発足 した。

同年10月 下旬、新聞、雑誌等 を通 じて コンクール参加者の募集 を行 な

った。同年12月12日 に応募 を〆切 り、機種 借用者に対 しての機械 の割

り当て を行 なった結果、E己 調達者 と合 わせ て68件 の応 募が決定 し、開

発作業 に と りかか った。

46年2月 の審査委員会においては、審査項目、提出書類等につき検討 した。

同年4月 には機種借用者に対 して中間審査 を行ない、進捗 状況 をチ ェッ

クした。

一方審 査委員会 では5月 下旬 か ら作業部会を設け
、審査用 問題 の作成 に

とちかか った。

また8月 上旬 には・最終審査 のM備 として・応募者全員 に対 し進 捗状況

を チ ェ ック し、 コ ンクー ル継 続 の 意志 の 有無 を確 認 し9月 末 に開 発 桔果 を
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提 出で き る よ う準 備 を促 した。

これ と並 行 して審査 委 員 会 では 審査 の具 体 的 な方法、 審査 基 準 の検 討、

テス ト用 問題 の作 成等 を行 な うと ともに、 連 日の よ うに開 かれ た作 業 部会

におい て は、 公正 な審査 を行 な うた めの細 心 の 準備が 進 め られ た。

9月30日 、 開 発 成果 の提 出が行 な われた が、 最 終提 出者数 は コ ンクー

ル 開始時 の約7分 の1に 当 る10件 で あ った。 開発 成果 を提 出 した応募 者

に対 して は、 第1次 審査 用 として予 め用 意 した問 題1・0題 を送 付 し、 各 自

の開発 した コンパ イ ラで処 理 した結 果 を提 出す る よ う依 頼 した 。

10月20日 、 第1次 審 査委 員 会 にお いて 開発 結果 であ るマ ニュア ル類

や プ ログ ラ ム例 お よび 第1次 送付 問題 の 結果 を審 査 した結果 、6件 が第2

次 審査 の 対 象 に選 ばれ た。 第2次 審査 で は・ 委 員会 か ら送 付 した問 題 の他

に、 審 査委 員 の立 会 いの下 に規定 問 題 の処 理過 程 のチ ェ ックが行 なわれ た 。

この審 査 におい て は9項 目に亘 って詳細 なテス トが 行 なわ れ、 か つ 予 め定

め られ た精密 な配 点が 付 与 され た。 その 結果 、11月5日 の第2次 審査 委

員 会 にお い て4件 が受 賞対 象 に選ば れ た。

これ ら4件 に対 して は、 さ らに精 密 な審 査 を行 な うた めs11月10日

か ら同月15日 まで の間 、 メー カー の協 力 を得 て機 械 を借 用 し、 当協 会 に

お・いて 公 開 審査 を行 な った。 これ は 主 と して 高校、 大学 の教 官 た ちに コ ン

パ イ ラを使 って もら うとい う形 で行 な われ、 使 用 状況 に つ いて の 意見 を求

め た。

そ の結 果、11月24日 の最 終 審査 委員 会 に おい て、 最 優 秀 賞1件 お よ

び優 秀 賞3件 が 決定 され た。
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委員長

委 員

専 門 審 査 委 員 名

森 口 繁 一

●

‥

皐

.

・

●

'

夫

二

夫

浩

則

雄

紀

郎

助

恵

明

博

澄

博

貞

正

英

年

道

興

一

義

橋

野

西

町

見

田

野

藤

方

井

田

川

高

西

中

水

伏

戸

前

佐

結

石

藤

古

松 限 良 材

三

昭

金

嘉

滴

下

三

山

山 崎 登季雄

和久田 仙 司

簿

(順 不 同、敬 称略)

東京大学工学部教授

(財)情報処理開発セン ター ・技術部長

電子技術総合研 究所 ・ソフ トウエア部長

文部省 ・初等中等教育局職業教育課長

山形大学教育学部助教授

埼玉大学教養学部助教授

電子技術総合研 究所 ・プログラム研究室長

立教大学理学部助手

都立商業教 育共同実習所

北豊 島工業高等学校教諭

CEC中 央電子㈱ 社長

富士通㈱文教営業 部業務課長

日本電気㈱産業 オー トメーシ ョン事業部

営業技術課長

東京芝浦電気㈱産業 システム技術部

特殊 システム技 術課長

松下通信工業㈱制御部方式開発課

㈱ 日立製作所 ・コン ピュー タ第二事業 部

第ニ システ ム部課長代理

三菱 プレシジ ョン㈱営業第 ・ざ課

沖電気工業㈱ ソフ トウエア事業 部

注 ・ 評価 作業 部会 メ ンバー

・奉渡 米 の た め 昭和46年8月 退任
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第2部

一般 管理 者 向け企業 内 コンピ
ュー タ教 育

カ リキュラム
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第1章 教材作成の経緯

本 協会 で は、 企 業 をは じめ とす る コ ン ピュー タの各分 野 に おけ るめ ざま し

い 発 展 ・普 及 に対 処 す るた め、 そ の一 環 と して 、企 業 内 にお け る コ ン ピ ュー

タ教 育 の重 要 性 を認 識 し、 昭和44年 度 に 「企業 内 コン ピ ュータ教 育 委員 会

(委 員 長 大 野 達男 氏)」 を設 け、 同問 題 につ き調査研 究 を進 めて き た。

44年 度は 、 一般 管 理 者 お よび コ ン ピ ュー タ専 門要員 に関 す るコ ン ピュー

タ教 育 の現 状 を調 査 し た。 そ の結果 、 一 般 管理 者 向 けの コ ン ピュー タ教育 の

必要 性 を痛 感 し、 同 カ リキ ュラ ム を開 発 す る こ ととな り、 カ リキ 三 ラ ムの ス

ケ ル トン を作 成 し た。

45年 度 は、 上 記 ス ケル トン に検討 を加 え 、 カ リキ ュラム概 要 を作 成 した。

本年 度 は 、 前 記 「一 般 管 理 者向 け 企業 内 コ ン ピュー タ教 育 カ リキ ュラム概

要」 に則b、A・Bコ ース に つい て テ キス トお よび ス ライ ドを作成 した。 こ

れ らテ キス ト ・ス ライ ドの 開 発 に先 立 って、46年7月14日 か ら16日 ま

で の3日 間 、 委員 長 を 中心 と して、 前年 度 に開 発 した カ リキ ュラム概 要 に即

して、 「一 般管 理 者向 け 企業 内 コ ン ピ ュー タ教 育 特別講 座」 を実施 した。 委

員 会 で は 、科 目別 に作業 部会 を設 け 、上 記 講 義 録 お よび受 講者 の意 見 等 を参

考 に して 、教 材 作 成の ため の基 本 方 針 を検 討 した。 この基 本 方 針 に も とつ い

て、 教 材 の 開 発 を委 員会 の構 成 メンバ ー に よっ て行 な うこ とを意 図 したが、

各 委 員 とも時 間 的制 約 が 多 く、 具 体 的作 業 を進 め る こ とが 困難 とな っ たの で、

や む な く外 部 へ具 体 的 作 業 を依 頼 す る こ と と した。 依 頼先 につ い ては 、 委員

会 の 承 認 を 得 て、 この種 の教 材の作 成 に経 験 と実 績 を有 し、 か つ、 前 年 度 に

「本 カ リキ ュ ラ ム の概 要 」 の 作 成 を手 がけ てい る㈱ フジ ミ ックに、具 体的 作

業 を依 頼 す る こ と と した。 各 作業 部 会 で は、 テ キ ス ト ・ス ラ イ ドの 内容 の検

討 お よび修正 を行 な った。

今 回 開 発 さ れ た教 材 は上 記 の よ うな経 過 に よ り開発 され た もので あ る。
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第2章 教材の内容と構成

昭和45年 度 に作 成 した 「カ リキ ュラ ム概 要 」(別 表1参 照)に 則 り、 今

回作成 した教 材は 次の とお りで あ る。

Aコ ー ス Bコ ー ス

oテ キ ス ト Oテ キ ス ト

デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ 概 説 '
oス ラ イ ド

講
Oテ キ ス ト

プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト

oス ラ イ ド

Oテ キ ス ト Oテ キ ス ト

シ ス テ ム 設 計

oス ラ イ ド

義
Oテ キ ス ト

マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス の 応 用

oス ラ イ ド

oテ キ ス ト

自 デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ 概 説
◎

一

oテ キ ス ト

習 シ ス テ ム 設 計

(1)テ キ ス トの 構 成

〔Aコ ー ス 〕

第1部 デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ概 説

1コ ン ピ ュー タ 概 説

皿 デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ

第2部 プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト

1プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト概 説

皿 プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジ メ ン トの 技 法

皿 経 営 情 報 シ ス テ 云(MIS)
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第3部 シ ス テ ム設 計

1基 礎 調査 段階

皿 設 計 推進 段 階

m実 施準備 段階

N実 施 お よび評 価 段階

〔Aコ ース 自習 〕

第4部 デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ

1.プ ログ ラ ミン グ

2ハ ー ドウ エア

第5部 シ ス テ ム設 計

Lシ ステ ム設 計

2演 習問題

〔Bコ ース 〕

第1部 デ ー タ ・プ ロセ シ ング概説

1デ ータ 処理

ll事 例 研究

第2部 シ ス テ ム設 計

1フ ローチ ャー ト

皿 事 例 研 究

第3部 マ ネ ジメ ン ト ・サ イ エ ンス

1オ リエンテ ー シ ョン

R計 画 の科学

皿 予 測 の科学

N管 理 の科学

Vシ ミ ュレー シ ョン

W多 変 量 解 析
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(2)ス ライ ドの構 成

ス ラ イ ドは 、 各 教科 と も、 前半 が 「理論 篇 」 、 後 半 が 「応 用篇」 とな

って い る。 「理 論 篇 」 では 基礎 的理 論 の解 説 に重 点 をお き、 「応 用篇 」

では 基 礎 的 理 論 の理 解 を一層 容 易に す るた め の事 例 の解 説 に重 点 をお い

てい る。

第3章 委 員 会 活 動

(1)6月16日(水)、 本年 度第1回 委員 会 を開 催 し、 標準 カ リキ ュラ ム

に よる特別 講 座 の開催 につ き実施 要 領 の検 討 、 講 師 の決 定 を行 な った の

をは じめ、6月21日(月)か ら7月1日(木)ま で4回 にわ たb詳 細

な打 ち合 わ せ を行 な った。

(2)7月14日(水)～16日(金)ま で 第1回 一 般 管 理者 向 け 企業 内 コ

ン ピ ュ ー タ教 育 特 別 講 座 を開催 し、20名 の参 加 者 を得 た。 特別 講 座終

了後 直 ちに委 員会 を開 い て、特 別 講 座 の評 価 お よび 教 材 の 開発 方 法 に つ

き検 討 を行 な った。

(3)こ の講 座 の講義 録 を も とにテ キス トス ライ ドの 作 成 に入 る こ とにな り、

9月2日(木)の 第3回 委 員会 で 、 作 成方 法 につ き検 討 す る と と もに9

月8日(水)、 ㈱ フ ジ ミ ックに対 し教 材 開 発 の 委 託交 渉 を開 始 した。

(4)11月15日(月)、 企業 内 コ ン ピ ュー タ教 育 用 の教 材 を㈱ フ ジ ミ ッ

クへ 委 託 す る ことに決 定 し、㈱ フ ジ ミ ンク との 間 に委託契 約 を締 結 した。

(5)12月11日(土)、 作業 部 会 を開催 、 デ ー タ プ ロセシ ン グ部 門 の テ

キ ス ト原案 を検 討 した。

(6)12月24日(金)、1月5日(水)、1月11日(火)、3月3日

(金)、 の4回 に わ たbデ ータ プ ロセ シ ング部 門 の テ キス ト、 ス ライ ド

作 成 に つ き、 担 当 委員 と製 作 委 託 先 の㈱ フ ジ ミ ック との 打 ち合 わ せお よ

び 検討 を行 な った。
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(7)2月19日(土)、3月16日(木)の2回 にわ た り、 プ ロ ジ ェク ト

・マ ネ ジメ ン ト部 会 の テ キス トお よびス ライ ドの作成 に つ き
、 担 当委 員

と㈱ フ ジ ミ ック との 打 ち合 わ せ お よび検討 を 行 な った。

(8)2月21日(月)、3月6日(月)の2回 にわ たb、 シ ステ ム設計 部

会 の テ キ ス トお よび ス ライ ドの 作 成 につ き、 担 当 委員 と㈱ フ ジ ミ ック と

'の 打 ち合 わ せ お よび検 討 を行 な
っ た。

(9)4月1日(土)、4月6日(木)、4月14日(金)の3回 にわ た り、

マ ネ ジ メ ン ト ・サ イエ ンス部 会 の テキ ス トお よび ス ライ ドの作 成 につき 、

担 当 委員 と㈱ フ ジ ミ ック との打 ち合 わ せお よび検 討 を行 な った。

⑩5月25日(木)、5月29日(月)の2回 にわた り委員 会 を開催 し、

開 発 され た テ キ ス トお よび スラ イ ドの 内容 の検 討 を行 な った。

な お、 教 材 の 開 発 に 当 た って科 目別 に 作業 部 会 を設 け だが 、 そ の構 成 は 次

の とお・りで あ る。

〔デ ー タ ・プ ロセシ ン グ概 説 〕

西 村 委員 、 米 口委員

〔プ ロジ ェク ト ・マ ネ ジメ ン ト〕

石 原 委 員 、 生 田 委 員

角 信 郎 氏(日 本 ユ ニ パ ック・㈱ シス テ ム ・サ ー ビス統 轄部 長)

石 川 栄 三 氏(㈱ 日立製 作所 東 京教 育課 長)

〔シ ス テ ム 設 計 〕

今 村 委員 、永 野 委 員(代 理 と して 山王 堂 氏)、 新 井 委員 、後 藤委 員

〔マネジメント・サイエンス の応 用 〕

額 田委 員 、 石 崎 委 員、 鈴 木 委 員
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別 表1

科 目 別 ・ コ ー ス の 目 的 と 時 間

コ ー ス

科 目 A B C

〔講 義 〕
・コ ン ピ ュ ー タお よび デ デ ー タ ・プ ロ セ シ ング

一.

1.ア 一 夕 ・ プ ロ 一 夕 ・プ ロセ シ ング に ・シ ス テ ム に 関 す る具

セ シング概説 関する基礎知識を習得 体的事例を研究する
す る

5H 3H

プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ

.

2.プ ロ ジ ェ ク ト

・マ ネ ジ メノ ト

メントに関する各社の

具体的事例の研究を行
ない、全般的基礎知識

メン トに関す る自社例

を研究す る

を習得する
gH 7H

情 報 処理 システムの活 情報処理 システムの活 自社における情報処理

3.シ ス テ ム設 計 用に関する基礎知識を 用に関する技術的問題 システムの活用例につ

習得す る
7H
を取 扱 う

4H
い て研究する

5～10H
、

マ 不 ジ メ ン ト ・サ イエ マ ネ ジ メ ン ト ・サ イエ

4.マ ネ ジ メ ン ト

・サ イエ ン ス

の 応 用

ンスに関する基礎知識

を習得する

ンスの応用に関する具

体的事例(自 社例およ
び各社の事例)を 研究

する
4H 6～8H

コ ン ピ ュ ー タに 関 す る
自社に関するコンピュ

5.カ レ ン ト ・

ト ピ ッ ク ス

最近の一般的動向を研
究する

3H

一夕関係の新技 術を研

究 する
3H

プ ロ グラムを実際に組

6.プ ロ グ ラ ム む こ と に よ っ て コ ン ビ

実 習 ユータの概念を具 体的

に理解する

2～6H

21H 14H 23～34H

〔自 習 〕
◆

コ ン ピ ュ ー タ お よ び デ
、

7.デ ー タ ・プ ロ

セツ ン グ概 説

一夕 ・プ ロセシングに

関する基礎知 識を補 足

する

4H

情 報処理 システ ムの 活

8.シ ス テ ム設 計
用に関する基礎知識を

補足する
4H

計 8且 一 一

合 計 2gH 14H 23～34H
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委 員 名 簿

(敬 称 略 ・い ろは順)

男達

長

野

員

大

委

㈱ 野 村電子 計 算 セ ン ター ・社長

郎

巌

太善

長

原

田

員委

石

額

副

三井 東圧 化学 ㈱ ・取 締役 シ ス テ ム部 長 ・海 外事業 部 長

㈱ 日本経 営 デー タ セ ン タ ー ・代表 取締 役社 長

努

夫

雄

郎

肇

義

男

・
毅

進

一

純

茂

真

元

榛

貝

田

崎

村

村

口

野

藤

木

井

生

石

今

西

米

永

後

鈴

新

委

㈱ 日立製作所 ・コ ンピ ュータ事業 部 ・教 育セン ター部 長

㈱ 富 士銀 行 ・業 務 管 理 部 ・部 長 代理

側)情 報 処 理研 修 セ ン タ ー ・常務 理事

富 士通 フ ァコム㈱ ・取 締 役 ・ソフ トウェア開発 部 長

㈱ 日本 ユ ニパ ック総 合研 究 所 ・取締 役 所長

東 京 芝 浦 電気 ㈱ ・教育 研 修 部 長

㈱学 習研究社 ・電算植字事業部 ・課長

日産 自動車㈱ ・計算企画課 長

㈱野村電子計算セ ンター ・営業部 ・課長代理

亀
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提 言

現在の電算機学校 が職業専 門教育の場 として今後健全 な発 達 をとげ、情報処理

技術者の供給 とい う社会的使命 を全 うす るために、 当面 とられ るべ き施策 と して

われわれ は次の事 項 を提言す る。

●

1.電 算機学校に対 して

○教育上の改善

(1)教 育課程について共通の基準を設ける

(2)教 員の資質を向上させるため研修の場を設け る

'(3)教 育内容の刷新
、その他必要に応じて各学校間で教員の交

流について考慮する
の

(4)学 生 に 応 用 能 力 を付 与 す るた め に電算機 製作会 社や電算機

利用企業 と提携 して履修技術 の一 般業務へ の応用 について も

実習させ る

(5)学 生 に 実 力 をつ け さ せ るた め に 厳正 な試験 を行な う

(6)実 習 を強 化 す るた め に 大 型電 算機 セ ンターを設け、共 同利

用 をはか る

(7)卒 業 生の 処 遇 改 善 を雇 用者 へ 働 きかけ る

このような改善を早急に実現し、各学校間の協調 ・発展を図るため 「電算機

学校連盟」(仮 称)の ような連絡 ・協議機関を設けることを考慮する。

○経営上の改善

(1)宣 伝 ・広告の共同化をはかb、 無用の競争を防 ぐ

(2)電 算機の共同利用等により、電算機設置のための二重投資
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を 避 け る

これ らは いず れ も無駄 な支 出 を節 約 し、 重 複 投 資 を避 け る ことに よって、経

営 面 の合 理 化 をは か ろ うとい う ものて ある。

2.卒 業生雇用者 に対 して

(1)電 算機学校の卒業生を採用する際は、直接、学校へ 申し込み

学校が推薦す る者の中か ら選考す るようにす る

(2)学 校が推薦 した者の採用に当ってはその者の修業年限や成績

などを考慮 して、その初任給な どは、実力にふさわ しいように

配慮す る(た とえば、高校卒業後、電算機学校の修業期限2年

制の コースを卒業 した者については、短期大学卒業者 と同等の

処遇 とす るな ど)
も

(3)学 校 が、 教 育 内 容や 教 育 方法 の 改 善 に役立て るために卒業生

の就 職後 の評価につ いて問合わせ を した場 合は、積極的に きた

んのない意 見や助言 を与え る

電算機学校と卒業生雇用者との間の相互理解の不足を補い、有用な技術者を

確保することにつき、両当事者が協力し、またそのような卒業生には適正な処

遇を与えるようにすることが肝要である。

3.国 お よび地方公共団体へ の要望

(1)教 育内容 ・施設 ・教員等につ き一定の条件を設け、これに適

う電算機学校については、第二種情報処理技術者試験の免除認

定校の特典を与える

(2)電 算機学校の実習用電子計算機に対す る補助金お よび施設設

吉



備 に 対 す る 低 利 の 融 資 な ど、 財 政 面 で の 助 成 措 置 を 拡 大 す る

(3)電 算 機 学 校 の 性 格 や 教 育 体 系 の 中 に お け る位 置 づ け を 明 確

に す る よ う現 行 の 各 種 学 校 制 度 を 改 正 す る

卒業生に資格 を与え ることで、修学の意欲 を促進 させ、かつ、優良校の識

別.を容易 に し、社会的評価 を高 めることができる。 また、電算機の進歩 に対

応 した教育 を施すた めにはたえず莫大 な投資が必要 となるので、 これにつ き

補助 する必要 が ある。

情 報 処 理 技 術 者 の需 要 は極 め て旺 盛 で あ り、 そ の 充足 は国 家 的 に も重 要 な

任 務 で あ るか ら、 電算 機学 校 に つい ては そ の性 格 や、 位 置 づけ を明確 にす る

よ うに、 現在 の各 種 学 校 制 度 に捉 われ ず、 そ の取 扱 い を考 え る こ とが大 切 で

あ る。

●



∫

第1章 電算機学校の沿革と果た してきた役割

第1節 電 算 機学校 の 出現 とそ の背 景

わ が国 におげ る電 子 計 算 機 の発 達 と普 及 は誠 に 目覚 し く、 保 有 台 数 の

ここ数年の年増加率は40%を 示 し、 いfiＬPア メ リカ に 次 ぐ世 界 第2の 保

有 国 に の し上 が った 。 それ に伴 っ て、 ここ数 年 来 、 電 算機 を駆 使 す るた

め の技 術 を もった 専 門 要 員の養 成 と供給 が焦 眉 の急 と して叫ば れ て きた。

こ う した情 勢 を反 映 して、 昭和41年 頃 から そ の養 成 機 関 が街 に出現 し

は じめ、.その年 の5月 、 学校 形 式 の電算 機教 育機 関 第1号 が誕 生 した 。

それ につづ く数 年 間は 、 電 算機 学校 へ の 入学希 望 者 が 累増 し、 それ を 受

げ て電 算機学 校 も族 生 し、44年 頃 の最盛 期 には、 若 干 の分 校 や 通信 教

育校 を含 め る と、 全 国 に100校 にあ まる電 算機学 校 が 林立 した 。

これ らは 既存 の学 校 法 人 な どが 設立 した公 認 の各 種 学校 か ら、 学 校法

人 や個 人 が設 置 し た未 公 認 の小規 模 の学 校 や 塾 ともい え る もの まで 、 学

生 の収容 数 で い え ば 、 数 千名 に 及 ぶ ものか ら数 十名 の もの まで 、 形態 と

いN、 規 模 といS、 設備 といS、 は た ま た教 育 の 内容 といX 、 量 質 と も

に千差 万別 で 、 そ の 間 にはか な りの違 い が あ った。

この学 校 の乱 立 を来 す 原因 とな った 入学 希 望 者 の 殺 到 は、 戦後 の ベ ビ

ー ・ブー ム時 代 に生 れ た子 供 らが
、 丁度 そ の頃 、 高校 を卒 業 す る時期 に

当 ってい た ことや 、大 学 紛 争 が熾 烈 とな り、 全 国 的 に蔓 延 し、 大 学 進学

を断念 して その方 向 を変 え る者 が多 くな った こ とや、 さ らに大 学 在掌 中

の者 も紛 争の ため勉 学 の機会 を奪 われ る こ とを惜 しんで 電 算機 学 校 に再

入 学 した者 が あ った こ とな どが 、 そ の直 接 の大 きな原 因 と考 え られて い

るが、更 に一般 的 な 背景 と して は情 報 化時 代 を夢 多 き未 来 と して マス コ
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ミが 取 り上 げ 、 そ の あお り を受 け て社 会 一 般 にコ ン ピュー タ リゼーシ ・

ンの 風 潮 が 湧 き上 って来 てい た こ とを見 落 す わけ には い か ない。

NHK教 育 テ レビで放送 さ れ た、か っ て の第1回 コン ピュ ータ講 座 の テ

キ ス トが70～80万 部 も売 れ た り、 第1回 情 報 処理 技術 者 試 験 に10万

一名 を越 す 応 募 者が あ った こ とな どは、 正 にそ の一 端 の現 われ とい、うべ きで

あろ うか。

しか し こ うした好 況 の裏 面 には、 常 に あ りがち な こ と とは い え、 数多 い

電算 機 学校 の 中 には、 ご く小数 なが ら教 育 理 念 も教 育者 として の 社会 的 責

任 も持 たず 、 ひ た す らに営利 を重 視 す る学校 経 営 者 が、 こ うした時流 に便

乗 じた こと も事実で ある。 しか し、外部条件 は、いつまで もこの状況の持 続 を許 さな

かった。 やがてベビー ・ブームの波が去るとともに大学紛争 もようやく平静化への兆を表'

わ し、過熱 した社会風潮 も落着きをみせるに伴 っ て、 電 算機学 校界 は淘 汰 の 時期

を迎 えた。 こ うして、 教 育 内容 の不充 分 な ものや 、経 営 基 盤 の脆 弱 な もの

は 脱 落 し、 最 近 で は、 全 国 で約50校 が開校 してい ると推定 され る よ うに

な った 。 同 時 に外 部 か らの、 電算 機学校 お よび卒 業生 に対 す る きび しい批

判 が聞 か れ る よ うにな り、 電 算機 学 校 と して も、過 去 の反省 の上 に立 っ て、

将 来 を開 くた め の大 きな 曲 り角 に立 たさ れ る こ ととな っ た、 とい って も過

言 で は あ る まい 。

第2節 初期 の情報処理教育

電子計算 機が、わが国で使われ 出 した昭和40年 頃は、 まず電算機製作

会社 自身が、(1)自社職 員を 自社製品の製作 に役立たせ るため、②自社製品

の利用 企業 に電算機への理解 と認識を深 め、使用法を教 えるための教 育を

始めた。
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これ らの教 育 は・ 初 め は実 際 κ電 子計 算 機 の仕 事を しなが ら行 な う職 場

教 育 で あ った が、 教 育 の経 験 を 積 む に っれ 、 また アメ リカ の禄 子 が判 るに

従 い、 次 第 に体 系 づ け られ 、 専 門の 教 師 を お き、 一定 の 場所 で 集 合教 育 を

行 な うよ うに な った。

電算 機利 用 企業 では、 上 記 の教 育 を 受 けた者 を電 算機 担 当 者 と して配 置

転 換 し、一 方 職場 教 育 を 中心 とす る企業 内教 育を始 め た 。 大型 の企 業 で は、

製 作 会社 の 応 援 を も求 め な か ら、 自 らの教育 機 関 で大 々 的 に集 合 教 育 を行

な うよ うにな った 。

これに対 して、 自 らの教 育 機関 や 集 合訓 練 所 を持 た な い 中小 企 業 で、製

作 会社 の営 業 活動 と して行 な うサ ー ビス教 育 に 不満 足 な ものは 、 そ の 解決

を外 に求 め るよ うに な る。 また大 企 業 の中 に も、 プ ログ ラマ、 コー ダ、 オ

ペ レ ータ、 パ ンチ ャな どを早 急 に増 員す る必要 に迫 られ 、その人材源 または

育成 を外 に求 め る ものが現 わ れ るよ うにな った。

こ うした一般 社 会 の必 要 性 を 最 も鋭 く感 じ素早 く順 応 で き るの は、 い わ

ゆ る電 算機 学校 であ る。

通産 省 が 中央 研 修 所 を助 日本 情 報 処 理 開 発 セ ンタ ーに設立 さぜ た のは 昭

和43年 の 初 めで、 文 部 省 が一 部 の高校 や大 学 に電 算機 を置い て電 算機 の

実 習 を始 め た の も昭和43年 頃 の こ とであ る。 しか もその数 は 微 々た る も

ので あ った 。

これ に対 し、各 種 学校 は 、学 校 形式 の 電 算機教 育 体 制 まで とは い か な か

った が 、 昭和41年 には 既 に出現 してい た。 また、 電 子 技術 関 係 や 経理 関

係 の 民間 の教 育 機 関は、 情 報 処 理 技術 者 向 け課程 を 併 設 した り、 そ の課 程

へ転 向 し、 さ らに情 報 処 理関 係 者 が この種 の教 育機 関 を開 設 した り し、 と

もか く、 当時 の 電算 機 ブ ー ム と相 まって次 々 と学 校 が 開 設 され てい った。
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第3節 電算機学校 の果た してきた役割

電算機学校は電 子計算機の急速な普及 に則応 して人的資源 の供給源の役

割 を果た してきた。

社会の要求を敏感 に捕 えて、急増 した電算機学校は、今 日、情報産業界

の求める多量の専門家、 と くに電算機人 口の底辺を形成す る層を急速 に養

成 し供給 して い る。

電算 機 学校 の これ ら卒 業 生 の数 は年 間 約1万 人 で、彼 らは 企業 内 で、 極

め て短 期 間 内 に第一 線 の実務 に役 立 つ ことが で きるもので あ る と と もに、/

彼 らは またべ 大 半 が高 校 卒後 の 電 算機 学校 入学者 であ るた め、 将 来 の情 報

化 時代 を担 う若年 層 と して の役 割 を も果 た して い る。

電 算機 学校 が先 駆 的 に電算 機教 育 に乗 り出 した ことは、 結果 的 に は電 子

計 算 機 に関 す る新 しい技 能 ・技 術 に対 す る教育 技法 の実 験 の場 と して の意

義 を も果 た して き た こ と とな る。

しか しな が ら、 電 算 機教 育 それ 自体 が新 規 の もので あ るば か りで な く、

電 算機 の 急速 な進 歩 が常 に教 育 内容 の変容 を よぎな くして きた の で、 教 育

方 法論 的 にい っ て、 これ らの教 育 は まだ 定着 の緒 につい た ば か りとい うべ

きで、 今 日で もなおい くば くか試 行 錯 誤 の余 地 を残 してい る とい うべ きで

あ ろ う。 とは い え、 そ の 中で 毎 日その理 論 化 と実 践 を追 求 してい る電 算機

学校 の活動 は 、広 い意 味 で情報 処理 教 育 の 確立 に向 って、 大 き な役 割 リを

果 た して い る こ とを認 め て よい であ ろ う。 いず れ に して もζの経 験 の積 重

ね が わ が国 の今 後 の電 算機 教 育 の 上 に重 要 な意 義 を もつ も の とい え よ う。

電 算機 学校 は また、 現 在 までva多 くの社 会人 に対 して情 報 処理 技 術 を修i

得 す る唯 一 の場 を提 供 して き た。

彼 らは 企業 内要 員 の不足 を補 完 す るた め の企 業 の要 請 に よ っ て電 算 機 学
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校 に入 学 す る者 ぽ か りで な く、 彼 ら 自身 が あ るい は教 養を 高 め、 あ るい は

有利 な転 職 の機 会 を とらえ るた め に、 自 らの発 意 で 入学 した者 もあ る。

これ ら電 算 機学 校 が果 た して きた、 社 会的 業 績、 正 規 の 学校 教 育 がは や

ぽ や と手を 差 し伸 べ えな か っ た間隙 を 地 味 な が ら も手 早 く穴 埋 め して社 会

の要 求 に応 えて来 た業 績 は、 それ な りに高 く評 価 して しか るべ き もの で あ

ろ う。
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第2章 電 算 機 学 校 の 現状 と問題 点

電 算機 学校 は、 昭 和44年 頃 を 峠 に下 降 線 を辿 って来 た が、 今 回 の調 査 の

結 果 では ・後 で 述 べ る よ う嫌 々 の影 響 力・ら廃 校 や閉鎖 校 が続 出 した結果 、

現 在 は 約50校 が 活動 してい る こ とが明 らか にな った。

、

第1節 現 況 調 査 の結 果

1.コ ー ス 内 容

1-1コ ー ス の 種 類 、 数 お よ び コ ー ス 当 た りの 平 均 授 業 時 間 数 と費 用

(1)ソ フ トウ ェ ア

コ ー ス数 は 、 合 計71コ ー ス で 最 も多 い の は 、6ケ 月 夜 間 コ ー ス の

22コ ー ス(全 体 の31%)で 、 っい で1年 夜 間 コ ー ス の13コ ー ス

(18%)で 、 こ の 両 コ ー ス で 約 半 分 を しめ て い る。 次 は1年 全 日 コ ー

ス 、2年 全 日 コ ー ス の そ れ ぞ れ10コ ー ス ず つ(各14%)と な っ て い

る 。 こ の こ とか ら、6ケ 月 ～2年 の 夜 間 コ ー ス と1年 ～2年 の 全 日 コ ー

ス が 、 標 準 型 と云 え よ う。

コ ー ス 当 りの 平 均 授 業 時 間 数 は
、6ケ 月夜 間 コ ー ス が224時 間 、1年

夜 間 コ ー ス が621時 間 、1年 全 日 コ ー ス が1,033時 間 、2年 全 日 コ

ース が1
,901時 間 と な っ て い る。

割 当 て ら れ た 実 習 計 算 機 時 間(割 当 率)は 大 体19～27%(平 均

23%)で あ る 。(注 ・こ ζ に 云 う実 習 計 算 機 時 間 とは
、 ク ロ ーズ を 除

く実 習 の た め に 計 算 機 が 割 りあ て られ て い る 時 間 の こ とで 、 授 業 時 間 の

平 均23%が 学 生1人 当 た りの 実 習 時 間 で あ る とい う意 味 で は な い 。)

修 学 費 用 は 、 そ の コ ー ス の 期 間 中 の 入 学 金 、 授 業 料 、 設 備 費 、 維 持 費 、
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実 習 費 、 教 科 書 代 、 寄 付 金 等 を 集 計 した も の で、2年 全 日 コ ー ス285

万 円 、1年 全 日 コ ー ス172万 円 、1年 夜 間 コ ー ス131万 円 、6ケ 月

夜 間 コー ス7・1万 円 な どで 、 月 平 均 は 約L2万 円 で あ る 。

(2)ハ ー ドウ ェ ア

「ハ ー ドウ ェ ア」 は3年 全 日 コ ース が4、2年 夜 間 コ ー ス が1で 「ソ

フ トウ ェ ア 」 に く らべ る と極 め て 少 ない 。 こ の コ ー ス は従 来 電 子 工 学 、

テ レ ビ関 係 の 技 術 者 を 要 請 す る こ とを 目的 に し た 各 種 学 校 で 「ソ フ トウ

ェ ア」 コ ー ス と 「ハ ー ドウ ェア 」 コ ー ス を 併 設 した も の が 多 い 。

1-2コ ー ス別 人 学 者 数 、 卒 業 者 数(卒 業 率)

(1)コ ー ス別

44年 度 は 、 ソ フ トウ ェ ア39コ ー ス で 、7,157人 が 入 学 し、

6,000人(卒 業 率83,3%)が 卒 業 した 。

45年 度 は 、 ソ フ トウ ェ ア61コ ー ス で 入 学 数8,903人 、 卒 業 者 数

7,033人(卒 業 率789%)で あ る。 ハ ー ドウ ェ ア は 、4コ ー ス で 卒

業 率5&2%で あ る 。 ソ フ トウ ェ ア ・コ ー ス に く ら べ 、 ハ ー ドウ ェ ア ・

コ ー ス の 卒 業 率 が 悪 い の は
、 教 科 内 容 が む ず か しい こ とが 原 因 の 一 つ で

あ るか も し れ な い 。

(2)ソ フ ト ウ ェ ア

44年 度 は 、6ケ 月夜間13コ ー ス の 卒 業 率 は84.6%、1年 夜 間10

コ ー ス の卒 業 率 は733%で あ る。

45年 度 は 、6ケ 月 夜 間20コ ー ス の 卒 業 率 は921%で1年 夜 間

10コ ー ス の 卒 業 率 は835%で あ る。

44年 度 が39コ ー ス で 、 入 学 者 数7,157名 、 卒 業 者 数6 ,000名

に 対 し て45年 度 が61コ ー ス と コ ー ス 数 が 急 増 し て い る の に 、 入 学 者

一54一



、

数 は8,903名 で 卒 業 者 数 は7,033名 と1,000名 程 度 しか 増 加 して

い な い の が 特 徴 的 で あ る。

2実 習

2-1コ ー ス 当 りの 実 習 の 形 態 と時 間 数

実 習 の 形 態 と し て 、a)計 算 機 の基 本 的 な 操 作 方 法 の 実 習 、b)プ ロ グ

ラ ム を 作 成 して ラ ン さ せ る 実 習 、c)穿 孔 機 、 検 孔 機 の 操 作 実 習 に つ い て

調 査 集 計 を した 。

(1)ソ フ トウ ェ ア

最 も コ ー ス 数 の 多 い6ケ 月 夜 間(17コ ー ス)のa)は5時 間 、b)

は56時 間 、c)は7時 間 、 っ い で1年 全 日(10コ ー ス)でa)55

時 間 、b)255時 間 、c)41時 間 、2年 全 日(10コ ー ス)で は 、

a)99時 間 、b)284時 間 、c)37時 間
、1年 夜 間(9u－ ス)

で 、a)40時 間 、b)152時 間 、c)15時 間 となって い る。

② ハ ー ドウ エ ア

2年 全 日(3コ ー ス)で は 、a)は200時 間 、b)は33時 間 、c)

は100時 間 、2年 夜 間(1コ ース)で は 、a)は250時 間 、b)、c)

は0時 間 で あ る。

2-2実 習 時 の グ ル ー プ の 人 数

ブ ・ グ ラ ム の 作 成 を 個 人 で 行 な うか 、 グ ル ー プ で 行 な うか を 調 べ た も の で 、

2～5人 で 作 成 す る学 校 数 は9校(5aO%) 、6～10人 が6校(3a3%)

で 、 大 体5人 前 後 の グル ー プで 実 習 を行 な っ て い る も の と認 め られ る。

2-3
.実 習 プ ロ グ ラ ム の パ ン チ作 業 の 処 理 方 法 に つ い て

パ ン チ 作 業 の 処 理 方 法 を
、a)学 校 側 で 処 理 、b)学 生 が 処 理 、c)外 注

に わ け て集 計 し た 。 そ の 結 果aとb
.の 併 用 が9校 で 最 も多 く、aとcの 併 用
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が3校 、bとcの 併 用 が1校 、abcの3者 併 用 が3校 とい う構 成 に な る。

2-4自 校 外 で 実 習 を す る場 合

自 校 に専 用 計 算 機 を 設 置 し てい な い 学 校 は 、3校 、 コ ー ス 数 は 、5コ

ス で 、 基 本 操 作 や ブPグ ラ ム を 機 械 に 通 す 実 習 は 、 そ れ ぞ れ52時 間 、

45時 間 で 、 パ ン チ 実 習 は27時 間 とな っ て い るJ

実 習 の 場 所 は 、 計 算 機 セ ン タ1、 親 会 社1、 そ の 他1と な っ て い る。

3在 校 生

3-1=一 ス 別 、 期 間 別 、 時 間 帯 別 在 校 生 数 お よ び 職 業 別 数(構 成 比)

(1)コ ー ス 別

昭 和46年7月 末 現 在 の在 校 生 数 は21校 は67コ ー ス 数 で9,098

名 、 うち 男 子 は7,692名(84.6%)女 子 は1,406名(154%)

で あ る 。

(2)ソ フ トウ ェ ア

ソ フ トウ ェ ア ・コ ー ス59の 学 生 を 職 業 別 、 期 間 別 、 時 間 帯 別 に 集

計 した も の で あ る 。 こ こ で 有 職 者 とは 現 に 職 業 を も っ て い る者 を い い 、

学 生 とは 大 学 院 ・大 学 ・短 大 高 校 等 の 在 学 生 を さ し(電 算 機 学 校 の 学

生 は 含 ま な い)、 無 職 者 とは 有 職 お よび 学 生 以 タいが在 校 生 の 意 味 で あ

る 。

まず 全 在 校 生7,678名 を 職 業 別 に み る と、 無 職 が4 ,764名(

62.1%)で 最 も多 い 。

さ ら に これ を 期 間 別 に み る と、 最 も多 い の は2年 コー ス(10)の

職3,654名 、 つ ぎ が 、6ケ 月 コ ー ス(27)の 有 職1,011名
、1

年 コ ー ズ(18)の 無 職864名 の 順 で あ る 。

つ ぎ に 時 間 帯 別 に み れ ば 、 最 も 多 い の は 全 日 コ ー ス(21)の 無 職
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者4,543名 、 つい で 、 夜 間 コース(33)の 有 職者2 ,469名 で 、

在 校 生 は この2種 類 に殆 どが包 含 さ れ他 の コ ー スは極 め て少数 で あ る。

(3)ハ ー ドウ エア

ハ ー ドウ ェ アの在 校 生 は849名 で無職 が圧 倒的 に多 くて690名

(8L3%)を 占め る。

期 間別 に み れ ぽ、 す べ てが2年 コ ース(4)で 、 した が って職 業別構

成 は 上 と同 じで あ る。

時 間 帯別 に みれ ば 、 全 日 コース(2)は663名 のす べ てが無 職 で、

夜 間 コ ーろ(2)は 逆 に有 職 が156名(866%)、 となっ てい る。

3-2在 校 生 の学 歴

在校 生9,098名 の学 歴 を み る と、高 校卒 が7,658名(84.1%)で

最 も多 く、 っ い で、 大 学 卒 の873名(96%)、 とな っ。てい る。

4.卒 業 生

(1)45年 の求 人 状 況(構 成比)

求人 数 は 各 学校 の 求 人 申込 受付 数 で あ るか ら、 求人 側 の実際 の需要 数

が重 複 して集 計 され て い る点 を注 意す る必 要 が あ る。

集 計 の 結果 をみ る と、総 求人 数9,713名 の うち最 も申込 の多 い のは 、

計 算 セ ンタ ーを含 め た ソフ トウ ェア会 社 か らの、 ソ フ トウ ェア ・コ ース

卒 業生 に対 す る4,283名(44.1%)で 、 つ ぎが一 般 の電 算 機利 用企

業 か らの ソ フ トウ ェ ア卒 業 生 に対 す る4,149名(42.7%)と な っ て

お り、 電 算 機製 作 会社 の求 人 数は503名(52%)に す ぎない 。一 方

ハー ドウェア卒 業 生 に対 す る求 人(778名)の 順 序は ソ フ トウ ェ アの場

合 とは逆 に な っ てい る。

②45年 度 の 電 算 機関 係 へ の就 職先(構 成 比)
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45年 度 の 卒 業生 中3,330名 が 電 算機 関係 に就 職 してい る。 最 も多

い のは ソフ トウ ェア ・コース卒業 生 の電 算機利 用 企 業 へ の就 職 で1,956

名(5&7%)で ある∀ ハ ー ドウ ェア ・コ ース卒 業 生 は、 当然 の こ とな が

ら、 製作 会 社 へ の就 職 が131名 で最 も多い 。

(3)情 報 処 理 技 術 者 認定 試 験 合格 者数

昭和44年 度 か ら実施 された、 通 産省 の情 報 処 理 技 術 者 認 定試 験 の合

格 状況 を調 べ た もので あ るか、学 校 側 で既 卒業 生 の合 格 状 況 を正 確 に把

握 す る こ とは む ず か し く、 ま して受 験者 数 は全 く不 明 であ る。 こ こに 掲

げ た集計 は、 各 学 校 が把 握 して い る数値 で、 実 態 を公 正 に反 映 してい る

か ど うかは 疑 問 で あ る。 いず れ にせ よ第2種 試 鹸は か な りの合 格者 を 出

して お り、 か つ44年 度 に く らべ45年 度 は大 幅 に増 加 してい る ことは

注 目 され る。

5教 職 員

(1)情 報処 理 技 術 関係 学 科 の教 職 員数

教 職 員数 は 、21枚 で497名(う ち男 子437名 、 女 子60名)で

あ る。 この うち、 専任 教 員 は199名(40%)、 外 部 講 師 は179名

(36%)で あ る。

② 最 終 学 .歴

専 任 教職 員199名(男 子184名 、 女子15名)の うち106名

(53%)は 大 学 卒 、53名(27%)は 自校 卒 で あ る。

(3}年 令 構 成

年 令構成 は199名 中85名(42%)が 、25～30才 未 満 で最 も

多 く、 つい で30～35才 未 満 の46名(23%)、20～25才 未満

の32名(16%)の 順 とな っ てい る。
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(4)専 任 教 員 の 電 算 機 実 務 経 験

電 算 機 実 務 経 験 年 数 で は 、3～5年 未 満 が63名(32%)で 最 も多

く、 つ い で2～3年 未 満(23%)で あ る。 な お 、10年 以 上 が 、10

名(15%)で あ る 。

6電 算 機 設 備

6-1現 在 の 機 器 構 成

(D中 央 処 理 装 置

現 在 の 機 器 構 成 を み る と、 中央 処 理 装 置 は 、 キ ャ ラ ク タ ・マ シ ンが 、

5校 で7台 、1ミ イ ト ・マ シ ンが16校 で19台 、 ワ ー ド ・マ シ ンが8

校 で1.2台 で あ る。

キ ャ ラ ク タ ・マ シ ン で は 記 憶 容 量16KCの も の が70%(5台)

と 大 部 分 を しめ 、 他 は24KCの も の で あ る。

バ イ ト ・マ シ ンは 記 憶 容 量4～8KBの も の が60%(11台)
、

16～32KBの も の が30%(5台 〉 あ る。

ワ ー ド ・マ シ ン で は 記 憶 容 量4KW以 下 の もの が73%(9台
.)と

大 部 分 を し め る 。

② 補 助 記 憶 装 置

補 助 記 憶 装 置 と して は 、 磁 気 テ ー プ装 置 が 、15校 で92台 、 磁 気

ドラ ム装 置 が16校 で21台 、 磁 気 デ ィス ク 装 置 が9校 で16台 で あ る。

③ 入 出 力 装 置

入 力 装 置 と し て は、 カ ー ド リ ー ダ が15校 で23'台 、 紙 テ ー プ ・ リ

ー ダ が17校 で34台 で あ る
。

出 力 装 置 と し て は 、 ラ イ ン ・プ リン タ が19校 で32台 、 紙 テ ー プ

パ ン チ が11校 で15台 で あ る。 そ の 他 、 デ ィ ス プ レ ー が1校"'＼!台,
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タ イプ ラ イタが12校 で22台 あ るe

6-2使 用 状 況

(1)稼 動 時 間(昭 和45年 度 月平 均使 用 実 績)

使 用 状 況を み る と、 電算 機ク)月平 均稼 動 時 間(昭 和45年 度)に つい

ては 、 自校 設 置 の場合 には 、全 稼 動 時 間8,600時 間 の73%(6 ,285時

間)が 実習用 に 使 用 さ れ、残 り27%(2,315時 間)が オ ー ブ ン受 託

計 算、 校 内事務 、教 師使用 、 ソフ ト開発、 研 究 そ の他 に使 わ れ てい るρ

実 習時 間 の 内 訳を み る と、 正 規教 課 以外 の実 習(学 生 が 自 由 に使用 し

た時 間)が 正 規 の実 習(授 業 時 間 に割 当て られ た 時 間)の57%と なっ

てい る。 この こ とか ら正 規 実 習 時間 以外 で も、 な るべ く多 く実 習時 間を

ふ や そ うとい う姿勢 が うかが え る。

② 機種 別 使 用 台 数

使用 機 種 の台 数 を、 規 模別 にみ る と、 小型 機19台(44%)、 超 小

型 機12台(28%)、 中型 機12台(28%)で 、 小型 機 が ほ ぼ半数 を

占め て い る。

6-3今 後 の 導 入計 画'

各校 の今 後 の導 入 計 画 として は、 レベ ル ア ップを検 討 中 とい うの が20

校 の うち4校 、 設 置を予 定 してい るの が3校 あ る。

6-4最 近1年 間 の主 な 投資

最 近1年 間 の主 な 投資 に っい ては 、 第1に 新 機種 の導 入 な ど1レ ベ ル ア

ップのた め の投 資 が 多 く、20校 中9校 を 占め てい る。

第2に 、 そ の他 の設備 投 資 としては、7校 が 主 に校 舎 の 新改 築 を行 な っ

て お り、教 育用VTR設 備 を 購 入 して い る と ころ もあ る。
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第2節 教 育上 の問 題 点

今 日の電 算機 学 校 は 、教 育上 に多 くの問題 を か か えて お り、 そ の解 決 は、

今 后 の発 展 と極 め て密 接 な関 係 を 持 っ てい る。教 育 上 の問題 点 と しては次 の

事項 が あ げ られ る。

1.教 育 課程 の未 定著

い わ ゆ る電 算 機科 学 、情 報 処理 技 術 は極 め て短 期間 に急速 な進 歩 と発展を

とげて きたばか りでな く、多 くの 他 の分 野 の科 学 と互 い に領域 を超 えて か らみ

合 って い るた め に、 その教 育課 程 を定 着 させ る ことは 、 極 め てむ つか しい

問 題 で あ り、 各 方 面 の知 識 を 結集 していか な けれ ばな らな い。

電 算 機学 校 と しては、 こ うした学 際 的 な電 算機科 学 を、1～2年 の短 期

間 での成 果 を あ げ うる よ うな教 育課程 と して定 型化 す る必 要 が あ る。 各 電

算機学 校 では経 験 の上 に、 よ うや く形 が固 まっ て きた 大学 、 高 校 な どで 情

報 処理 教 育 の 様 々 な試 行 例 な どを 参 考 と して斬新 な教 育課 程 を 作成 す る段

階 に来 てい る よ うに思 わ れ る。 本委 員会 が催 した卒業 生 雇 用 者 との懇 談 会

で 出 され た学 校 に対 す る要 望 と しては 、

(1)基 礎的 な知 識 を しっか り身 につけ る教 育

② 卒 業 宿す ぐ実務 に役立 っ教 育

③ 周 辺科 学 もあ る程 度 身 に つげ る教 育 、

な どが あ る。 これ らは、 一 定 時 間 の も とでは、 お互い に相 反 す る要 求 と も

とられ るが 、 電 算 機学 校 が教 育課 程 を 定形 化す るに 当 っ て、 い か に これ ら

を 調整 し、 よ り効 果 的 に教 育課 目を組 立 て るか にかか あ りあい を も つ もの

であ る。 雇用 者 は また

(4)人 格教 育 ・職 場 の モ ラル教 育

を 求め て お り、 これ ら を考慮 す る と き、 電算 機学校 としては、 す ぐ実務 に
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つ け られ る職業 技 術教 育 に徹 す る と と もに立 派 な社 会 人 を養 成 す る よ う社

会 の要 望 を 卒直 に受 け とめ て教課 の上 に も具 体 化す る姿勢 が必要 では な か

ろ うか 。

2教 育 水準 同上 の 困難

現 在 の電 算機学 校 の 教 育は そ の使 命感 に もえ て教 育 の・上 に創意 工 夫を め

ぐ ら してい る こ と と思 うが 、現 実 は急 速 な 技術 発展 に即 応 しかね て いる 、

とはい えな い だ ろ うか 。 その原 因 と しては 、広 く一 般 に共 通 す る根本 的 な

問題 、 す な わ ち教 育 自体 の 資質 と対 遇 の 点は論 外 と して、 前述 した教 育課

程 の未 定着 もあ ろ うが 、本 質 的 には 、過 重な担 当 授 業 時 間や 校 務 負担'な ど

にみ られ る 電算 機 学校 の体 質 か ら くる もの があ ろ う。 ∵'r

教 員 の質 的 同 上 は教 育 の最大 の課題 で あ るが、 教 育 の質 的 向 上 を計 る た

め には 、 で きるだ け多 くの 自学 時 間 を与 え る ことが必 要 で あ る。＼

a学 生 の質 のバ ラ つ き ・・

雇用者 の多 くの意見 として 「学校差、個人差 をなくす方向へ もっていってほ し

い」 「安 心 して卒 業 生 を雇 用 で き る学 校」 であ る こ とが 期待 き れ てい る。

この点 は 電 算機学 校 の経 営 の現状 に立 て ば、 で き うる限 り入学 者 数 をふ や

す こ とを先行 させ な け れば な らず 、 そ の結果 、 入 学 生 の質 には 大 きなバ ラ

つ きが生 まれ、 これは 現 場 教 員 の深 刻 な悩 みと もなってい る。情 報 処 理 技 術

者 と して恥 ず か し くな い 卒 業生 を世 に送 り出 すた め には、 入 学 時 に厳正 な

試 験 を 実施 す る こ とが望 ま しいが 、 それを行 な うと落伍 者 を つ く り出 すだ

けで な く、経 営上 に大 きな 影 響 を及 ぼす こ ととな る。 どい'って、 落伍 者 を

滅 らす ため に手 加 減 を す れ ば 、教 員 と して満 足 で き る卒 業 生 を送 り出せ な

い とい う矛 盾 が起 る。 こ こに現 在 の電 算機学 校 として の教 育 上 の 基本 的 な
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問 題 が あ るの で あ る。

4実 習 時 間 の不 足

社会 に 出 てす ぐ実務 に つけ る技術 を身 につ け るため には、 豊 富 な実 習 時

間 を与 え る こ とが不 可 欠 であ る。 しか しそ のた め κは電 算 機 な どの設備 投

資 が老 大 な額 に の ぼ り、 経営 上 の 採算 を 悪 化 す る。実 習時 間 の充 実 と多額

の設備費負担の矛 盾 も また 電 算機 学校 の重大 な 問題 で あ る。

5卒 業 生 の資 格 の欠 如.'

現在 情 報処 理 技 術 者 の資 格 認定 制 度 と しては 、 通産省 が 主 催 す る ・情報

処 理 技 術 者 試験 ■が あ るが 、 電 算機 学校 の卒 業 生 には、 自動 的 に その 資格

が与 え られ る もの で は ない 。 この点 が無 線技 術 者 な どの 場 合 と大 き く違 う

点 で、 も し も所 定 の教 課 を履 修 した もの に上 記 の資格 が 与 え られ る よ うに

な れ ば、 教 育 内容 の向上 や学 生 の質 の選 別 もで きる よ うに な り、 教 育効果

も大 き くあ が る こ とは 必 定 で あ る。 た だ し、 こ うした条 件 を実現 す る前 に

は、 多 くの 条件 が整 え られ な け れば な らな い ことは 自明 の理 であ る。

●

第3節 経 営 上 の問 題 点

す で に見 て きた よ うに 、 電 算機 学校 は 電 算機 とい う巨額 な費 用 の か か る設

備 を持 たな け れば十 分 な教 育 が で きな い とい う宿 命 を 負っ てい る。 さ らにそ

の 電算 機 の 機能 構 造 が 日進 月 歩 の状 態 に あ る今 日、 設備 して もその 設備 が短

時 日 の うち に陳 腐 化 す る可 能性 が大 きい ことが他 の各 種学 校 な どと大 き く違

うと ころ で あ る。 この点 が各 学 校 の経 営上 の悩 み の根 源 とな っ てい る とい っ

て も過 言 では あ る まい。

す なわ ち、

L電 算 機 の購 入 価 格 が高 い

一63一



企 業 で多 く使 わ れて い る電算 機 は 中型 以上 の機種 で あ る実 状 を 考 え れ

ば、 職業 教 育 の場 に もこの程 度 の 設備 を す る こ とが理 想 であ る。 しか し

それ には 、 設備 費 が あ ま りに もか さみ 、 レンタル制 を とっ て.も月 数百 万

円の費用 とな り、簡 単 に設 置す る こ とは で きない。 した が っ て多 くの学

校 は小 型 機 で我 慢 してい る のが 現状 であ る。

2運 転 費用 が か さむ

実 務 にす ぐ役立 つ教 育 をす る ため には、 学生1人1人 に豊 富 な実 習 を

させ る こ とが必須 の条 件 で あ るが、 何分 に も電 算 機 の維 持 運転 費用 が か

か るの で、現 状 は数 人 あ るい は それ 以 上 の学 生を1グ ル ー プに して、 グ

ル ー プ実 習 さぜ ざ るを得 ない 。実 習 の こ うした 形態 では、 熱 心 な 少数 の

学生 を・除 い て、 不 熱心 な学 生 は ほ とん ど実 力 を身 に つけ る こ とな く終 っ

て しま う。

a学 生 を 厳選 す る こ とが むつ か しい

電算 機 の設 備費 や 運 転 費用 が 非常 にか か るの で、 学校 経 営者 と しては 、

勢い 学 生数 をふや して1人 当 りの 負担 を軽 減 す る こと を考 え るよ うにな

る。 そ の結 果 は、 入 学 試 験 や 卒業 試 験 を厳 正 に行 な っ て、 良質 の学 生 だ

けを 入 学 させ卒 業 させ る こ とは で きず 、社 会の学 校 に対 す る評 価 を 高 め

る こ ともむつ か しくな る。

4.技 術進 歩 に追 い つか ない

目 ざ ま しい 電 算 機 の発 展 に対 応 す るに は、 常 に新 知 識 を もっ た教 員を

迎 え るか、 自校 の教 員 にた えず 研修 の 機会 を与 え る配慮 が望 まれ るが 、

それは 財政 上 相 当余 裕 の あ る学 校 でな け れ ばで きない ことで あ る。

以 上 の よ うに、 電 算 機 学校 の状 況は 、教 育上 の要 請 は す べ て経 営 上 の 問

題 としてはね返って くる。 しか もその 比重 が、 非常 に大 きい と ころ に問題
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の深 刻 さ が あ る。

'

♪
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第3章 今 後 の 電 算機 学 校 の あ り方

第1節 教 育体 系 の 中に おけ る位 置づ け と性格

す で に述 べ た よ うに、 わ が 国は 、 電 子 計 算 横の 保有 量 は世 界 第2位 に あ る

とは い え、 その利 用 水準 は まだ アメ リカ よ りは か な り遅 れ て い る よ うで あ る。

この開 きを埋 め、 さ らに今 後 来 るべ き情 報化 社 会 に対 処 す るた め に は、 大 学

以 下、 短 大、 高 校 等 の正 規 の 学 校 で広 くそれぞ れ の立 場 にお い て、 情 報 処理

教 育を 行 な うことが必 要 で あ り、 現 にそ のた めの 施策 が 看 々 と進 め られ てい

る。 こ うした現状 と動 同 の もとに あ っ て、 近い将 来 を 想定 した場 合 、 電 算 機

学 校 は どの よ うな存 在 意 義 を もつ もので あ ろ うか。 また そ うした学 校 教 育体

系 の 中で どの よ うに位 置 づ け られ、 どの よ うな性 格 の もの とな る で あ ろ うか。

思 うに大学 ・短大 ・高校 な どで の情 報 処理 技 術 ない しは 電 算 機科 学 の学 習

は、 一 般 に、 そ れ ぞ れの教 育 目的 に照 ら して も授業 時 間 数 か らみ て も、 基 礎

的知 識 の酒養 、す な わ ち、 情 報処 理 に関 す る一 応 の知 識 と基 本 的 な技 術 の 習

得 に止 ま り、 卒 業後 、 直 ち に 電 算機 器 を駆 使 す る実務 に役立 つ こ とは で きな

い。 実 習 を 通 して 具体 的 な知 識 や 技 術 を 習得 しな けれ ば た だ ち に 実務 に役 立

つ こ とは で きな い はず で あ る。

この関 係は 恰 も語学 教 育 と会話 との関係 に似 て お り、 電 算 機 学校 は この語

学教 育 にお け る会 話 学校 の 立 場 と同 じ く、情 報 処理 に必 要 な専 門 技術 を習 得

させ る場 とい うこ とに な る。 電 算 機 学校 が この よ うな立 場 を と る と きは、 正

規 の学 校 におけ る情報 処 理 教 育が 盛 ん にな るに つれ て電 算 機 学校 の存 在 意 義

が うす れ る ことは な く、 か え って 重視 さ れ る よ うにな るであ ろ う。 こ うした

意 味 か ら将来 に向 っ て電 算機 学 校 は、 まず 、 情報 処 理 に 関す る職 業 教 育、 す

なわ ち そ の道 の専 門技 術者 を 養 成 す る こ とに徹す る こ とが必 要 であ る。 そ し
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て 、卒 業 者 は 、 情 報処 理 技 術者 試験 の 第二 種 試 験 に合格 で きる程 度 の実力 を

つ 汗 る こ とを 教 育 の 目標 とすべ きで あ る。

こ こに将 来 にお け る電 算機 学校 の教 育体 系 の 中で の位 置づ け が あ り、性 格

も明確 に な る。

電 算 機 学校 が上 述 の よ うな位 置づ け と性 格 を もっ た学 校 と して、充 実 した

教 育課 程 と実 習 を内容 と して専 門 実務 家 を 養 成す る こ とを努 力 す れ ば、 遠 か

らず 企 業 か らの社 員教 育 の委 託や 大学 生 の補 完 的 勉 学希望 者 も増 大 し よ うし、

すす んで は 電 算 機学 校 と大 学 との契 約 で、 電 算機 学校 の学 習 を 大学 の情 報 処

理教 育 の 履 習単 位 とす る よ うな道 も開 か れ る よ うに な るだ ろ う。

いず れ に せ よ、 将来 の電 算 機学 校 は、 情 報 処理 の専 門実務 家 を 養成 す る こ

とを 目標 と し、 それ に徹す れば 、 今後 と も電 算 機学 校 の存 在 価 値 を む しろ よ

り高 め る こ とが で きる であ ろ う。 しか し 「徹 す る」 こ とを強 調 す るあ ま り、

常 識 が豊 か な 人 間性 を 高 め る ことを排 除す る もの で は ない 。 む しろ経営 上 に

余 力 が あ る限 り、 教 育時 間 の有 効 な利用 をは か って、 周辺科 学 や 人格 形 成 な

どの 教養 課 目を取 り入れ る努力 を も惜 しむ べ きで は ない。重 ね て言 えば 、 電

算機 学 校 の本 来 の 目標 は 何 とい っ て も職 業 専 門教 育 にあ る とい うこ とで あ る、,

■

第2節 教 育 目標 と教 育 課程

す で に述 べ た よ うに、 電算 機 学 校 は職 業 専 門学 校 として の性 格 を強 く打 ち

出 し、 情 報処 理 の実 務要 員 と してただ ち に役 立 っ とともに、 応用 力 のあ る幅

広 い 社 会人 の養 成 を 目標 どす れ ば、 企 業 は この 卒業 生 の採用 で需 要 が まか な

える よ うにな り、 再教 育 も不要 とな る で あ ろ う。

こ うした 目標 にか な う教 育の例 と して次の よ うなコ ースの 設置 が 考 え られ る
。

① 二 年 制(本 科)昼 間 部 情 報 処 理 の実務 要 員(専 門技術 者)の 養 成



入学 資 格 高校 卒 男女

入学 選 考 入 学志 望者 の適 性 を調 べ一 定 レベ ル以 上 の学 力 の 者 を 入

学 させ る。 こ うして生 徒 の質 のバ ラつ きを抑 え、 教 育効

果 を 高 め、 卒 業 生 の 社 会 的評 価 を高 め る 。

政府 は この コー スの卒 業生 に第 二 種情 報 処理 技 術者 の資格 を 認 定 し、 雇 用

者 は卒 業 生 の受 入 れ条 件 を 短期 大 学 に準 ず る水準 とす る。

② 一年 制(専 修科)昼 間部 コー ダの 養成

入学 資格 高校 卒 男 女

入 学 選考 入学志 望 者 の適 性 、学 力 をあ る レベ ル以 上 にす る。

これ で バ ラっ きを抑 え、教 育効 果 を あ げ、 卒 業生 の社 会 的評 価 を 高 め る。

最近 の傾 向 と して女 性 の プ ログ ラマ 志望 が ふ えてお り、 企 業側 に もそれ を受

け入 れ る素地 が で きつつ あ るので、 教 育 内容 は ブPグ ラマ、 オ ペ レー タ ー と

してす ぐ実 務 に つけ る程度 とす る。

第二 種 試 験 合格 を 目標 とす る。

③ 一年 制(専 修 科)夜 間 部 社 会人 の勉強 の場 と して

入 学 資格 高校 卒 男女

入学 選 考 原則 と して行 な わ ない

教 育 内容 を第 二 種 試験 合 格 を 目標 にお く

④ 六 ケ月短期 コ ース 昼 夜 間部 男女

入学 資格 入 学選 考 は 原則 と して行 なわ ない

大学 生 や 社 会人 の ため の基 礎 的 な コース、 言 語 の コ ース、 また は シス テム

設計 コ ース等 そ れ ぞ れ の コ ース で期 間 内 に ま とめ る。

③ 、④ の コ ースは メ ーカ ーが 行 な う講 習会 や 研 修 コー スで十 分 まか な え る

ところ か ら・ 学 校 と しては、 ①、 ② の コー スが主 流 とな ら ざるを 得 ない で あ
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ろ う。

上 記 コ ースを 設 置 す るに あ た っ ては 、 電算 機学 校 は相 互 に連 繋 して 、

ω で きるだ け コ ース名 を 統一 し、部 外 者 に、 名称 か ら コー・スの教 育 内容

を推 定 し易 くす る こと。

② 教 育課 程 の上 に学 校 の 独 自性 を 出 し、 個 性 を発揮す る こ とはむ しろ好

ま しい ことでは あ るが、反 面 そ の結 果、 学 校 格 差 が極 端 に な らぬ よ うに、

教 育課程 の レベ ルを 最低 限 必要 な程 度 で統 一 す るこ と。

さ らに 前述 した よ うに、大 学側 で、 電算 機 学 校 で習得 した特 殊 な もの は、

情 報 処 理 科 目単 位 と して 認 め るな ど、単 位 の互 換 性 を もたせ る よ うに すれ ば

一 層 社 会 の評 価 も高 まる で あろ う
。

■
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第4章 学 校 と して とるべ き当面 の 施 策

第1節 電算機学校 の改善策

前章 には、少 くとも近い将来 に望 まれる電算機学校の標準的教育体制 の1

例 を提示 したが、今後、電算機学校が、職業専 門教 育の機関 として、その役

割を果 たすため には、当然その教育 内容 を大幅に改訂する必要が ある。

ここには、 そのために早急 に手 をつけ る必要があ ると思われ る事項を記す

ことに しよ う。

t教 育上 の改 善

ω 教 育課程 について共通 の基準を設 ける。

② 教 員の資質 を向上 させ るための研修 の場を設 げる。

㈲ 教 育内容の刷新、 その他 の必要 に応 じて各学校 間で、教員 の交流が し

やすい ようにす る。

④ 学生に応用能力を付与するために電算機製作会社や電算機利用企業 と業務提

携 して、履修技術の一般 業務への応用面についても実習させる。

㈲ 学生 に実 力をつけさせ るために厳正 な試験 を行な う。

(6)実 習 を強化 するために大型 電算機 セ ンター を設け、その共 同利用 を考

慮す る。

(7)卒 業生 の処遇改善を雇用者へ働 きかけ る

この ような改 善を早急 に実現 し、各学校 間の協調 ・発展を計 るため 「電

算機学校連盟」(仮 称)の よ うな連絡、協 議機関を設ける必要があろ う。

2経 営上の改 善

電算機学校の経営を合理化す るためには、 まず、学校 間の協調体 制を つ

くる努力 とともに、電算機製作会社や 電算機の利用会社 とも一層連絡を密

に し、場合に よっては業務上 の提携関係を保って ともどもの利得を求め、
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学 校 と して無駄 な投 資 を さ げ る方 法 を 発見 す べ きで あ ろ う。 また一 方、 支

出 面の 合理 化 を計 る方 法 と して は学 校 間 で協 議 協調 して

日)宣 伝広 告 の 共同 化 をは か り、 無 用 の過 当競 争 の弊 を 防 ぐ。

(2)電 算機 の共 同利 用 をは か り、 電 算 機設 置 のため の二 重 投 資 を 避 け る。

そ のほか 、 次節 に述 べ る諸 項 は 、 学校 側 との 相 関関係 で有 終 の 美 を お さめ

る こ とがで き るもの で あ る か ら、 そ の各 項 につ い ては、学 校 として も雇用 者

の期 待 に背 か ない よ う十 分 な配 慮 と努力 が 必要 で あ ろ う。

■

第2節 卒業生雇用者への要望

本委 員会が調査 した電算機学校 の実態や、電算機学校の卒業生を雇用 して

い る企業や学校経営者 との懇談 の結果 な どを総合 してみ ると、雇用者 と学校

の間 の情報交換や相互理解の不足 も、学校が批判を受げる一因 とな っている

よ うに見受け られ る。す なわち雇用者 の教 育 目標や教育課程な どに対す る理

解の不十分 さがあるが、 これな どは まさに学校側のPR不 足 とい うべ きで、

職業 技術専門学校 としての電算 機学校 に対す る両者 の認識 ・理解 の相違が、

学校 に対す る好 ましくない世評を醸 しだす原因 となっている よ うに思われる 。

少 な くとも今後 の電算機学校は、情報処理界 が当面す る初級要員 の供給源

として、 また、要員不足対 策が、焦眉 の急 とい われ る上級技術者 の母集団 の

育成 とい う社会的使命を十分 に認識 し、 みず か らの改善向上 を計 る よ う努力

す る ことを前提 に、卒業生 の雇用者 であ る企業 も、 善意の眼を もって理 解 し、

学校の順調な発展 と卒業生 の質 の同上 に援助の手を差 し伸べ る とともに特 に、

つぎの各項 を十分検討の うえ、実施 に移す よ うに要望す る。

ω 電算機学校の卒業生 を採用す る際は、学校へ直接求人 申込みを し、学

校 が推薦す る者の 中か ら採用す るよ うにす る。
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② 学校 が推薦 した 者 の 採用 に当 ρ ては そ の者 の修 業年 限や 成 績 な どを考

慮 して、 そ の初任 給 な どの処 遇 は、 実 力 にふ さわ しい よ うに配 慮 す る。

た とえ ば高 校卒 業 後 、 電 算機 学校 の修 業 期限2年 制 の コ ース を卒 業 した

者 に つ い ては 、 短 期 大学 卒 業 者 と同 等 の処 遇 をす る こ とが望 ま しい。

③ 学 校 が教 育 内容 や 方法 の改 善 に役立 て るため に 卒業 生 の就 職 後 の評価

そ の他 につい て問 合 わぜ また は訪 問 を した場 合は 、 積 極 的 に きた ん のな

い 意 見 と助言 を 与 え る こ とが望 ま しい 。

、

第3節 国 お よび地 方 公 共 団体 へ の要 望

電 算 機 学校 の問題 と しては、 学 校 み ず か らが 解 決す べ き問題 も前 述 の よ う

に 多々 あ るが、外 部 条 件 と して も問題 は 決 して少 な くな い 。 その 第 一 は一 般

的 に各 種 学 校 は 、社 会的地 位 や 評価 が低 い と され てい る こ とで あ る。

企業 体 での 電 算 機学 校 卒業 生 に対 す る処遇 は まち ま ちで制 度 として の確 立

に程 遠 い感 が あ る。 これ は もち ろん 電算 機 学校 のみ の 問 題 では ない が、 今 日

の電算 機 学 校 の1つ の問 題点 で ある。

毎年 、 電 算 機学 校 には1万 人 近 くの若者 が、 「情 報処 理 技 術 を身 につ け よ

う」 とい う意欲 に も えて 入学 して くる が、彼 等 がわ が 国 の情 報 処理 の底 辺 を

支 え る集 団で あ る こ とを考 え る と、 彼等 が 中途 で挫折 す る ことな く、 初 志 を

達 成 さぜ る施 策を 国 と して考 慮 して しか るべ きでは な か ろ うか。

そ のた め には 電 算 機学 校 自体 の努力 を越 え る範 囲 の 問題 点 に つい て、 国や

地 方 公 共 団 体 が施 策 を考 慮 す る よ う、次 の 事項 を 要望 したい 。

{1)教 育 内容 ・施設 ・教 員等 に つ き、一 定 の条 件 の もとに、電 算 機学 校 に

関 し、 第 二 種情 報 処理 技術者 試験 の 免 除認 定 校 の制 度 を設 け る。

これは 電 算 機学 校 の教 育課程 の 向上 を促 し、 学 校 及 び学 生 の 自覚 と意
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識 を喚 起 す るため で 、一 方 そ れ に伴 っ て社 会 か らの評価 と地 位 を改 善す

る こと とな る。 しか もこれ らが循 環 作用 を 及 ぼ し、 ひい ては電 算 機学 校

へ

の教 育 の向 上 と経 営 の 安定 に資 す る こと とな ろ う。

もち ろん こ の制度 の 実現 に 当 っ ては、 教 科 課 程 、 授 業 時 間数 な どの

教育 実 施 に必要 な諸条 件 や 、教 員 の資格 、 お よび教 育施 設 な'ど諸 条 件 の

設 定 が それ に先 行 す るで あ ろ うし、 それ らの条件 を具 備 す るため の学校

側 の努力 を期 待 す る もので あ る。 さ らに それ らの制度 の審議 ・決 定 に は、

民 間 の この種 教 育専 門家 を も参 加 させ る こ とを特 に要 望す る。

な お この 制度 には 、 電 算 機学 校 の利 点 と もい うべ き、 小 回 りの き く柔

軟 な体 質 を充 分 に生 か され るべ き で あ る。

② 電算 機 学 校 の実 習 用 電子 計 算 機 に対 す る補 助 金お よび 施 設 設備 に対 す

る低利 の 融 資 な ど、 財政 面 で の助 成 措 置 を拡 大 す る。

企 業 な どの電 子 計 算 機 が年 々大 型 化 す る今 日、職業 技 術 の専 門 校 と し.

て、 それ に追 随 して い くため には、 電 算 機学 校 もそれに対 応 して大型 化

へ の移 行 を余 儀 な くきれ てい る。 そ して現 状 では す でに電 算 機 学校 は そ

の 費用 の負 担 能力 の限界 に きてい る と考 え られ るの で、 私 立 大学 な どに

対 す る助成 制度 に準 じた補 助金 の交 付 を 実 施す る ことが望 ま しい 。

また 、 電子 計 算機 の 施設 設備 な どに必要 な資金 につい て も、 低 利 の 融,

資 が行 な わ れ る よ う資金 の拡 大 を 考慮 す べ きで はな かろ うか。

(3)電 算機 学 校 の性格 や 教育 体 系 の 中に お け る位 置づ けを明 確 にす る よ う

現行 の各 種学 校 制度 を改 正 す る。

現 行 の各 種学 校 に関す る諸 制度 は 、 基本 的 に、性格 や位 置づ け が明文

化 され てお らず 、 多 岐 にわ たる各種 技 能 ・技 芸 の学校 を、 そ の公 共 性や

緊 急度 な ど に大 きな開 きが あ るに もか かわ らず、一 律 に一 つの 制度 の 中
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に包 括 してい る。

そ の結果 、 電 算 機学 校 に は強 い 時代 の要 求 が あ り、 それ に対 応 し て学

校 が専 門技 術者 を 育成 してい るに もかか わ らず 、 社 会 一般 は正 しい理 解

を妨 げ てお り、 ひいて は学 生 の意 識 を低 下 さ せ て い るの で あ る。

こ うした意 味 か ら、 国家 的 要 請 が 強 く、 公 共性 の高 い これ ら職 業 技 術

専 門 学 校 に っい そは、 学校 の教 育 目標 や性 格 、位 置づ けが 明確 化 され る

よ う制度 を改 め る こ とが根 本 的 に考 え られ て よい。

や
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結 び

す で に本 文 で述 べ て来 た よ うに 、本 委 員会は は じめ に、 電算 機学 校 の 出現

か ら今 日 まで の変遷 の跡 を 辿 り、 そ の とき ど きの 社会 的背 景 を探 る こ とか ら

手 を つけ た。 そ して、 電 算 機学 校 が 自力 で、 流動 す る時代 の 要 請 に即 応 して、

正 規 の 学校 教 育 の手 の届 きかね てい る所 を 補 い、 社 会 の需要 の一 端 を み た し

て来 た こ とを知 っ た。 そ の努 力 と業 績は 十 分 に評価 され て よい こ とで あ る。

それ に もか か わ らず、 そ の学 校 が、 今 日、 様 々 な問 題を抱 え こむ こ とに な っ

たの は 何 故 だ ろ うか。 わ れ わ れ は この点 を 検討 して、 今 日の電 算 機学 校 が 、

世 にい う 「曲 り角 に立 っ てい る」 姿 を ほ ぼ 明 か にす る こ とが 出 来 た と思 う。

しか し、 問 題 は、 この角 を 曲 り切 った の ち に、 電算機 学 校 が どち らに向

っ て歩 み続 け るか、 とい う点 に あ る。 わ れわ れは この点 を先 決 の課 題 とし て

取 り上 げ たが、 その検 討 に当 っ ては、 よ うや くその 緒 につい た とい わ れ る、.

わが 国 の正 規 の学校 、 高 校 ・短 大 ・大 学 な ど、 の情報 処 理教 育 の行 手 を見定

め な け れ ば な らな か った。 何 となれ ば、 明 日の電 算 機学 校 は、 こ うした動 向

と無 関係 には存 立 し得 な い か らであ る。 こ うして わ れわれ は 視点 を 「近 い将

来」 とい う時 点 に あ って、 その と きの情 報 処 理教 育 体 系全 体 の 中で の、 電算 .

機 学 校 の あ り方 を検 討 した結果 、 明 日 の電 算機 学 校 は、職 業(技 術)の 専 門

学 校 と して位 置 づ け られ る こ とが、 最 も好 ま しい 姿 で あ る とい う結 論 に到 達

した。 本文 の 中で本 委員 会 と して標 準 形 の1つ の 例 を示 した のは 、 そ の 内容

を 少 しで も具 体 的 に理 解 して もら うた め で あ る。 「

い うまで もな くこの例 は、 あ く まで も平 均的 な形 態を示 す1つ の 例 で あ っ

て、 わ れ われ は 決 して全 て の電 算 機 学校 を こり1っ の形 態 に定 型化 す る こ と

を強 弁 す る もの では な い。 した が っ て例 えば、 現 存 のあ る1校 が、 これ にあ
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きた らず 、 短 大 へ の蝉 脱 を試 み る ことが あ っ た と して も、 それは そ れ でむ し

ろ歓 迎 す べ き こと であ り、 また反対 に、 あ くまで もセ ミナ ー形式 の小 型教 育

機関 と して存 続 を 図 る こ とがあ って も、 それ もそ れ な りにそ の存 在意 義 を認

め るも ので あ る。 に もか ふわ らず 、 こ こに一 つ の 雛 形を 提 示 した の は、 た 忘、

情 報 処 理教 育 の体 系 の 中で 、教 育上 か らみ て も、社 会 的 にみ て も、 多 くの電

算 機 職業 専 門学 校 が 出来 る こ とに、 よ り重 大 な意 義 を認 め るか らで ある。

'とはい
っ て も、今 日の 電 算機学 校 が、 こ うした職 業 専 門学 校 を 目指 す と き、

学 校 は な みな み な らぬ試練 に直 面す る で あ ろ うこ とをわ れ わ れ も よ く知 っ て

い る。学 校 自身 が抱 えて お り、学 校 を巡 る環境 が持 って い る多 くの課 題 や 懸

案 が そ こにあ るか らで あ る。 しか もそれ らの 中 には 、 本質 的 に学校 だ け では

解 決 で きな い もの もあ る。 その意 味 あ い か ら、 こ こには 、 学校 の ほ か、 卒 業

生 の雇用 者 で あ る企 業、 な らび に政府 や地 方 公 共 団体 に対 して も、 それ ぞ れ

の 問題 につ い て提 言 した次第 で あ る。 これ らの 問題 は、 どれ を諏 り上 げて み

,て・も、 それ ぞ れは お 互 に絡 み 合い 、 「鶏 と卵」 の循 環性 を 持 つ=てい る 。だ か

,'らとい っ て、 関係 者 は、 この絡 み 合い を責 任 転 化 の 口実 とす る こと な く、 む

しろ 自己 の手 で その 環 を断 ち切 って、 そ こを 出発 点 と して解 決 にい どむ 意 気

1込 み で問題
に取 り組 ん でほ しい ので あ る。

何 といっ て も問 題 の根源 は 電算 機学 校 自体 に ある こど も事 実 で あるか ら、

.』学 校 自身 が 、 各 学 校 の 協 力 の も とに 、 解 決 へ の 始 動 力 とな らな けれ ば 、早

急 な 効果 は期 待 で きな い で あ ろ う。'各 学 校 が 協 調 と協同 の た めめ 共通 の 広

場 と して の 、 電 算 機 学 校 連 盟(仮 称)を 提 案 した の も、この故 にほ か な ら

ない。

現状 では 、 この共 通 の広 場 を作 る ことは 決 して たや す い こ と とは 思 えな い

が 、 そ の障 害 を 乗 り越 え て、 電算 機学 校 が 同 じ土 俵 の上 で力 を 合 わせ 、新 ら
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ザ

しい 時代 の要 請 に即 応 す る こ との で きる 日が一 日 も早 く来 る こ とを期 待 して 、

この報 告iD結 び と した い。

最 後 に当 って、 関係 各 位 の好 意 のあ る協 力 と鞭達 とに深 謝 す る もので あ る。

■

一77一



委

委

委

〔 員 名 簿 〕

員 長 根

員 今

掛

佐

土

白

高

武

山

(50音 順)

巌

雄

雄

茂

幹

岸

村

井

雄

夫

英

昌

藤

合

石

橋

田

中

昌

澄

良

治

夫

平

広

特 別 委 員 通 商 産 業 省

文 部 省

エ レク トロニ ク ス協 議 会 ・専 務 理 事

財情 報 処理 研 修 セ ンタ ー ・常 務 理 事

日本 電 子 工 学院 ・教 育科 長

東 京工 学院 ・学校 長補 佐

日本 ユ ニパ ック㈱

ユ ニパ ック研 究会 魑

(ユ ーザ ー団体 連 合 会)

日本 コ ン ピュ ータ 学 院 ・常 務 理 事

日本電信電話公社データ通信本部 ・普及開発部長

日本 電 子 専 門 学校 ・専務 理 事

㈱ 日通 総 合 研 究所 ・常務 取 締役

(ユ ーザ ー団体 連 合 会 ・委 員 長)

一78一



付 属 資 料

.

一79一

 

・

「

,



ψ

●

司

■



1.調 査 集 計 表

コー ス 内容 に つ い て

実習にっいて

在校生に ついて

卒業生 について

教職員について

電算機設備 につい て

意見お よび要望に ついて

83

88

93

98

102

104

107

一81一



回 答 状 況

調 査 時 点 昭和46年8月 末 日

調査学 校 数46校

回 答 数21校

1亘]答 率45.6%

調 査 当 初の 時点 では、 対 象学 校数 は 全国 で62校 と推定 され た が、 そ の 後

閉鎖 され た もの9校 、 連 絡 不能 の もの7校 が あ り、 結 局回答 締 切 時(46年

9月4日)に は46校 が活動 してお り、 その うち21校 か ら回 答 を うけ る こ

とが で き たo

ご回 答学 校(地 区 別 ・50音 順)

〔北 海 道 〕

〔群 馬 〕

〔東 京 〕

〔神奈 川 〕

〔山 梨 〕

〔愛 知 〕

〔大 阪 〕

〔滋 賀 〕

〔広 島 〕

北 海 道 電子 工学 院

上 武 大学EDP研 究所

産 業 能率 短 期 大学、 駿 台 電 子計 算機 専 門学 校

千 代 田 学 園、TBSコ ン ピュー タ学 院

東 京 工学 院 、 日大 コ ン ピュー タ学 院

日大 電 子 計 算 機 専門学 校 、 日太 電 子 工学 院

日本 電 子 専 門学 校、 富士 学院

三岩 コ ン ピュー タセ ミナー

横 浜 商 科 大学

山梨 コ ン ピュ ー タ学 院

中 部 日本 電 子 計 算学 院、 名 古屋電 気 通信工 学 院

コン ピ ュー タ 日本学 院 、 関西 テ レビ技 術 専門 学 校

滋 賀 コ ン ピュー タ学院

コ ン ピュ〔 タ日本 学院

◆
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1.コ ー ス 内 容 に つ い て

1-tコ ー ス の 種 類 ・数 お よ び コ ー ス 当 り平 均 授 業 時 間 数 ・費 用

(1)ソ フ ト ウ エ ア

期間別 時間帯別 コ ー ス 数 授業時間数

.

※1

鐘w鞠 ㌶
※2

修 学 費 用

(単位千円)

2

年

午 前

午 後

夜 間

全 日

:
2

10

1,560

1,901

、
268(17.2%)

354(18.6%)

184

285

計 12 一 一 一

-

年

午 前

午 後

夜 間

全 日

1

-

13

10

714

621

1,033

165(23.1%)

141(22.7%)

254(24.6%)

144

131

172

計 24
一 一 一

6

ケ

月

午 前

午 後

夜 間

全 日

1

4

22

3

225

288

224

640

85(37.8%)

87(30.2%)'

61(27.2%)

162(25.3%)

72

78

71

一

計 30 一 一 一

3

ケ

月

午 前

午 後

夜 間

全 日

一

=
2 261 19(72%) 76

計 2
一 一 一

そ

の

他

4年 全 日

3年 夜 間

9ヵ月全 日

1

1・

1

2,720

1,500

320

450(16.5%)

100(6.7%)

74(23.1%)

600

300

73

計 3 一 一 一

合 計 71
一 一 一
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※1実 習計 算 機 時 間 とは 、 実習(ク ロー ズ ドを除 く)の た めに計 算

機 が 割 りあ て られ てい る時 間の こ とで、 プ ログ ラ ムの 作 成 時間 、

パ ンチ時 間等 は含 ま ないo

※2修 学 費 用 には 入学 金、 授業 料 、 設備 費、 維 持 費、 実 習費、 教科

書代 、 寄 付 金、 そ の 他 を含 む。2年 コーヌ につ い て は2年 間の修

学 費用 を 示 す。

(2)ハ ー ドウエ ア

(時 間)

●

期間別 時間帯別 コース数 授業時間数 臭饗覇 修学費用(単位千円)

2

年

午 前

午 後

夜 間

全 日

一

一

1

4

1,440

2,476

250(17.4%)

474(19.1%)

114

283

計 !5
一 一 一

(3)そ の 他(キ ー パ ン チ ャ ー ・オ ペ レー タ ー)

(時 間)

期間別 時間帯 別 コース数 授業時間数 ≧櫨讃修学費用(単位千円)
3ケ 月 夜 間 1 72 52(72.2%) 40

鴫
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1-2コ ー ス 別 人 学 者 数 ・卒 業 者 数(卒 業 率)

(1)コ ー ス 別

(人)

＼}
＼ .}44鍍(・,・,・ 』 ス蛤 まず) 45年 度(3,4年 コースは含 まず)

＼ 一轍 入学者数 卒業者数 卒業率% コース数 入学老数 卒業者数 卒業率%
ソフトウエア

ハードウエア

そ の 他

}39

一

一

7,157

一

一

ぴ000

-

一

83.8

一

一

61

4
、

1

8,903

613

22

7ρ33

357

21

78.9

58.2

95.5

計 39 7,157 6,000 83.8 66 9,538 7,411 77.7
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(2)ソ フ ト ウ エ ア

(人
＼、

間 鴨
別 帯別

44年 度 45年 度

＼
コー ス数 入学者数 卒業者数 卒業率% コース加 入学者数 卒業者数 卒業率%

午 前

!

一

●

2 午 後
一

夜 間 2 536 270 504

年 全 日 7 2,220 1,655 745

計 一 一 一 一 9 2756 1025 698

午 前 1 178 164 92ユ 1 109 80 734

1 午 後
一 一

夜 間 10 2,182 1,600 733 10 1,526 1,055 69ユ

年 全 日 7 1,456 1β33 91β 10 1ユ97 999 835

計 18 3,816 3ρ97 812 21 2β32 2,134 75.4

午 前 1 30 30 100 1 30 30 100

6 午 後 2 150 130 867 4 298 ・224 75.2

ケ 夜 間 13 2475 2,095 84β 20 2,506 2,308 92ユ

月 全 日
2 366 351 959 3 281 246 875

計 18 3,021 2,606 86.3 28 3,115 2β08 90ユ

午 前

3 午 後 一

ケ 夜 間

月 全 日 2 200 197 985 2 80 76 95.0

計 2 200 197 985 2 80 76 95.0

4年 全日

そ 3年夜間

の 9ケ月全 日 1 120 100 833 1 120 90 750

他

計 1 120 100 833 1 120 90 75D

合 計 39 7,157 6,000 838 61 8,903 7,033 79.0
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(3)ハ ー ド ウ エ ア

(人)

時蹄

期 別
間

44年 度 45年 度

コース数 入学者数 卒業者数 卒業率% コース数 入学者数卒業者数 卒業率%

2

年

[
午 前

午 後

夜 間

全 日

一

一

1

3

127

486

46

311

36.2

64.0

計 一 一 一 一 4 613 357 58.2

7

`
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2.実 習 に つ い て

2-1一 コー ス 当 りの実 習 の形 態 と時 間数

C1)ソ フ トウエ ア

(時 間)

教 育 期 間 コ 実 習 の 形 態

期間別 時間帯別
膓
数 嚢繕罐 難

プログラムを作成し
てランさ せ る実 習 艦 籍 合計

2

午 前 一 一 一 一 一

午 後 一 一 一 一 一

年
夜 間 2 210 200 20 430

全 日 10 99 284 37 420

1

午 前 1 2 162 2 166

午 後 一 一 一 一 一

年
夜 間 9 40 152 15 207

全 日 10 55 255 41 351

6
午 前 一 一 一 一 一

ケ
午 後 4 8 69 11 88

月
夜 間 17 5 56 7 68

全 日 3 11 134 22 167

3
午 前 一 一 一 一 一

ケ
午 後 一 一 一 一 一

月
夜 間 一 一 一 一 一

全 日 2 3 8 8 19

'

そ
4年 全 日 1 20 410 20 450

の 3年 夜 間 1 3 90 3 96

他
9ケ月全 日 1 12 50 12 14
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(2)ハ ー ド ウ エ ア

(時 間)

教 育 期 間
〒

藪

実 習 の 形 態
…

合 計
期間別 時間帯 別 鞠難題 ブ・グラムを作成してランさせる実習 菱蟹膠 讐

2

年

午 前

午 後

夜 間

全 日

－

q

1

3

、
一

一

250

200

一

一

〇

333

一

一

〇

100

一

一

250

533

(3)そ の 他(キ ー パ ン チ ャ ー ・オ ペ レ ー タ ー)

(時 間)

教 育 期 間
『

薮

実 習 の 形 態

合 計
期間別 時 間帯 別. 1撒鶏饗都 ㌘ 畿鰹 灘 耀し響
3ケ 月 夜 間 1 2 8 42 52

2-2実 習時 の グ ル ープの 人 数

1

'

学 校 数 構 成 比 %

個 人 で プ ロ グ ラ ム 作 成 2 11.1

グ ル ー プ で作 成

1

2～5人

6～10人

11～15人

16人 以 上

,

9

6

1

0

56.3

37.5

6.2

0

500

3&3

56

0

計 18(16) 100.0 100.0
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2-5実 習プ ログ ラム のパ ンチ 作業 の 処 理 方法 に つ い て

(1)処 理方 法 別学 枚 数

学 校 側 で 処 理[学 生 が 処 理 外 注 校 数

100% 0% 0% 2

95 5 0 1

90 10 0 2

90 5 5 1

80 20 一 〇 2

80 0 20 1

70 20 10 1

70 0 30 1

60 40 0 1

50 50 0 2

10 90 0 1

10 0 90 1

5 5 90 1

0 100 0 2

0 5 95 1

0 0 100 1

計 21
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(2)処 理方法別構成図
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2-4自 校外 で 実習 をす る場合 ▲

(時 間)

i学

校

数

;i

コ

膓
数

実 習 の 形 態}

計算機の基本的な
操作方法の実習

'
プ ・グラムを作成 し

て ランさ せ る 実 習

;A
i穿rし機 .検孔機

の 操 作 実 習

口 計

実習の時 間 3 5 52 45 27 124

※ 各 コース を実施 す るの に要 す る総 時 間 数 で ある。

○ 実 習 の場 所 計 算機 セ ン ター

親 会 社

そ の 他

1

1

1
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(人)
コーヌ捌

コース 数 男
i 女

計 構成比%

ソ フ ト ウ エ ア

ハ ー ド ウ エ ア

そ の 他

61

5

1

6,537

1,155

0

1,361

41

4

7,898

1,196

4

86.8

13.1

0.1

合 計 67 7,692 1,406 9,098 100.0

3.在 校 生 に つhて

∵,三 ㌻ 間別●時間帯別在校生数および職業別数(竺成比)

※ 在校 生 数は46年7月 末 現 在の 実 数 で あ る。
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(2)ソ フ ト ウ エ ア
■

〒
ス

数

有 職 学 生 無 職 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

期

間

別

2年

構成 比%

10 572

13.2

71

1.6

643

14.8

43

1.0

2

0ユ

45

1.1

3001

69ユ

653

15.0

3654

84.1

3616

83.3

726

16.7

4342

100.0

1年

構成比%

18 667

37.8

83

4.7

750

42.5

125

7ユ

27

1.5

152

8.6

632

35.8

232

13ユ

864

489

1424

807

342

19.3

1766

1000

6ケ 月

構 成 比%

27 917

69.8

94

72

1011

77.0

88

6.7

14

1D

102

7.7

145

11.0

56

4.3

201

15.3

1150

87.5

164

12.5

1314

100.0

3ケ 月

構 成 比%

1 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

28

933

2

6.7

30

100.0

28

933

2

6.7

30

100.0

その他

構成比%

3 186

82.4

17

7.5

203

89.9

7

3ユ

1

0.4

8

3.5

15

6.6

0

0

15

6.6

208

92.0

18

8.0

226

100.0

合 計

構成 比%

59 2342

305

265

3.4

2607

33.9

263

3.4

44

0.6

307

4.0

3821

498

943

12.3

4764

62.1

6426

83.7

1252

16.3

7678

100.0

時

間

帯

別

午 前

構成比%

2 4

6.7

0

0

4

6.7

0

0

1

1.7

1

1.7

32

58.3

23

383

55

91.6

1

36

60.0

24

400

60

100.0

午 後

構成 比%

3 34

36.2

2

2.1

36

38.3

7

7.4

1

L1

8

8.5

36

38.3

14

14.9

50

532

77

81.9

17

18ユ

94

100.0

夜 間

構成 比%

33 2214

79.1

255

9.1

2469

88.2

182

6.5

33

1.2

215

7.7

92

3.3

24

08

116

4ユ

■

2488

88.9

312

11ユ

2800

100.0

全 日

構成 比%

21 90

1.9

8

02

98

2.1

74

1.6

9

02 、

83

1.8

3661

77.4

882

18.7

4543

96ユ

■

3825

81.0

899

19.0

4724

100.0

※ 有 職 とは現 に職 業 を もっ てい る こ とで、 アルバイト'パ ートタイムは除 く。

学 生 とは大 学 院 ・大 学 ・短 大 ・高 校 な どの 在 学 生 の こ とで、 電 算 機学

校 の学 生 は含 ま ない。

無 職 とは 有 職 お よび学 生 以 外 の 在校 生 をい う。
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●

(3) ソフトウエアコーヌ 在 校 生 の 職 業 別 構 成 図

(3)-1期 間 別

%
100

80

60

40

20

0

2年 、年6胡 その他

(3)-2時 間 帯 別

%
100}ぽ

,

80

i
...
.

60

40'

・・'鶯
、

0

年 前 午 後 夜 間 全 日
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(4)ハ ー ド ウ エ ア ■

(人)

壁_
性
別

ヨ 有 職 学 生 無 職
　
計

ム
数 男 女 計 男 女1計 男 女

↓

計 男 女i計
1

期間

別

2年

構成 比%

4 156

183

0

0

156

183

3

0.4

0

0

|
3

0.4

681

802

9

1ユ

690

813

840

989

9

1.1

849

1000

合 計

構成比%

4 156

183

0

0

156

18.3

3

04

0

0

3

04

681

802

9

1.1

690

813

840

989

9

1.1

849

1000

時

間

帯
別

夜 間

構成比%

2 156

866

0

0

156

86.6

3

17

0

0

3

1.7

18

100

3

17

21

117

177

983

3

17

180

1000

全 日

構成比%

2 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

663

99ユ

6

09

669

1000

663

99ユ

6

09

669

1000

(5)そ の 他

(人)

＼ 璽ぎ
別

〒

薮

有 職 学 生 無 職 計

男 女 計 男
,

女 計 男 女 計 男
o

女 計

期
間

別

3ケ月

構成比%

1 0

0

4

1000

4

100.0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

1000

4

100C

時間

帯別

夜 間

構成比%

1 0

0

4

1000

4

100㊨

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

1000

4

100D
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⑯

5-2在 校 生 の 学 歴

(人)
＼

学 生

数{学
歴

…性

別

学 生 数 計 構 成 比%

大 学 院 卒
男 6

6 0.1

女 0

大学 院在学中
男 6

6 0.1

女 0

大 学 卒
男 844

873 9.6

女 29

大学 在 学 中
男 274

305 3.4

女 31

短 、大 卒
男 138

192 2.1

女 54

短 大 在 学 中
男 49

58 0.6

女 9

高 校 卒 その他
男 6375

7658 84.1

女 1283

計
男 7692

9098 100.0

女 1406
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4.卒 業 生 に っ い て

(・)45罐 の求人状況(轍 比%)(人)

ソ フ ト ウ エ ア 関 係
ハー ドウ エ ア 関 係

総 計
男 女 計 男 女 計

コ ン ビ'ユ 一 夕

メ ー カ ー

411

(4.2)

92

(1.o)

503

(5.2)

449

(4.6)

26

(o.3)

475

(4.9)

978

(10.1)

ソフトウエア会社

(計 算センターを含)

3570

(368)

713

(7.3)

4283

(44.1)

193

(19)

5

(oユ)

198

(2.o)

4481

(46ユ)

コ ン ピ ュー タ

ユ ー ザ ー

3212

(33.1)

937

(9.6)

4149

(42.7)

99

(1.o)

6

(oユ)

105

(1ユ)

4254

(43.8)

計
7193

(74ユ)

1742

(17.9)

8935

(92.0)

741

(7.5)

37

(05)

778

(8.o)

9713

(100.0)

※ 求人数は各学 校毎の 申込受付数 であるか ら求人側の需要数には重複がある。

②45年 度 のコンピュータ関係への就職先(構 成 比%)'(人)

ソ フ ト ウ エ ア 関 係 ハ ー ドウ エ ア関 係

総 計
男 女 計

1

男 女 計

コ ン ピ ュ ー タ

メー カー

152

(4.6)

32

(1.o)

184

('5.6)

.

128

(3β)

3

(oユ)

131

(3.9)

315

(9.5)

ソフトウエア会社

(計算ヒンターを含)

718

(21.5)

176

(5.3)

894

(26.8)

.

99

(3.o)

0

(o)

99

(3.o)

993

(29.8)

コ ン ビ'ユ 一 夕

ニL_ザ ー

1538

(46.2)

418

(12.5)

1956

(58.7)

.

66

(2.o)

0

(o)

66

(2.o)

2,022

(607)

計
2408

(723)

626

(18.8)

3034

(91.1)

293

(8.8)

3

(o.1)

296

(89)

3,330

(1000)



`

③ 情報 処理技術者 認定試験合格者数

※ 学 校で把 握 した合格者数 だけで ある。

枚 数 第 一 種 校 数 第 二 種

44年 度 8 5 10 140

45年 度 10 17 14 250

計 一 23 一 390
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5,教 職 員 に つ い て

(1)情 報処理技術関係学科の教職員数 について
(人)

構 成 男 女 計 構成比%

専 任 教 員 184 15 199 40.0

外 部 講 師 172 7 179 36.0

助 手 ※ 37 6 43 8.7

専 任 オ ペ レ ー ター 41 3 44 8.9

専 任 キー パンチャー 3 29 32 6.4

計 437 60 497 100.0

※ 講義は担 当 しない人

② 最 終 学 歴

(人)

学 歴 男 女 計 構成 比%

大 学 院 卒 15 0 15 7.5

大 学 卒 97 9 106 53.3

高 専 ・短 大 卒 12 3 15 7.5

自 校 卒 52 1 53 26.6

高 卒 ・そ の 他 8 2 10 5.1

計 184 15 199 100.0

一102一
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(3)E令 構 成

(人)

年 令 男} 女 計 構成 比%

45才 以 上 10 0 10 51

40～45 13 0 13 6.5

35～40 12 1 13 6.5

30～35 45 1 46 23.1

25～30 77 8 85 42.7

20～25 27 5 32 16.1

20才 未 満 0 0 0 0

計 184 15 199 100.0

(4)専 任 教 員 の コンピュー タ実務 経 験

(人)

`

経験年数

以前の職業

1年

未満

1へ2

年

2～3

年

3～5

年

t

5～8

年

8～10

年

10年

以 上
計 構成比%

[

枚数

自 校 で 養 成 6 26 31 21 2 86 433 13

他

所

か

ら

の

転

職

コン ピュー タ ・メー カー 1 1 1 2 4 1 10 5.0 8

ぽ霧懲 9 3 2 4 18 9.0 8

コン ビ三一 タ・エ ザ ー 4 8 3 . 2 17 85 7

他 の 養 成 校 1 3 12 5 4 25 126 11

そ の 他 3 6 20 6 5 3 43 21β 9

計 7 30 45 63 26 18 10 199 1000

比 率 ㈲ 35 151 22.6 317 13ユ go 5.0 100C
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6.電 算 機 設 備 に つ い て

6-f現 在の機器構成

(1)中 央 処 理 装 置

キ ャ ラ ク タ・マ シ ン 台数
1`▲

バ イ トマ シ ンi台 数

1
ワー ド・マ シ ン ・ 台 数

}

16KC 5 4～8KB 11 8～1200W
|

5

24KC 2 16～32KB 5 4KW 4

計 7 64～98KB 3 8KW 1

学 校 数 5 計 19 16KW 2

学 校 数 16 計 12

1学 校 数, 8

(2)補 助 記 憶 装 置

MT装 置 磁 気 ド ラ ム 磁 気 デ ィス ク

学 校 数 15校 16校 9校

台 数 92台 21台 16台

(3)入 力 装 置

カ ー ド リ ー ダ ー 紙 テ ー プ ・リー ダー

学 校 数 15校 17校

台 数
.

23台 34台

(4)出 力 装 置

ラ イ ン ・ プ リ ン ター 紙 テー プ ・パ ンチ

学 校 数 19校 11校

台 数 32台 15台
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(5)入 出 力 装 置

デ イ ヌ プ レ ー タ イ プ ラ イ ター

学 校 数 1校 12校

台 数 1台 22台

6-2使 用 状 況

(1)稼 動 時間(昭 和45年 度 月平 均 使 用 実績)

(時 間)

学1実 習 そ の 他

合 計
・

校

数
1正撒 課
内の実習

正 規 教課
以外の実習

オープ ン、

受註計算罐 教師使用
:ソフト開発 1研 究

そ の他
自校設置

構成 比%

20 4010

46.6

2,275

26.5

667

7.8

201

2.3

501

5.8

213

2.5

731.5

8.5

8.5985

100

外部借用

構成 比%

3 41

91.1

4

8.9

0 0 0 0 0 45

100

計 21 4,051 2,279 667 201 501 213 731.5 8.6435

※ 正規教課内の実習 とは、授業時間に割当て られた時間 を、正規教課以外

の実習 とは学生が 自由に使用 した時間をい う。

'

(2)機 種別使用台数
(台)

学校

数
自校設置

'

学校

数

|

外部借凶 計

蚕 月額 レン タル料555万 円以上 0 0 0 0 0

中
型
月額 レンタル料88万 以上555万 円未満 10 8 3 4 12

小
型
月額 レ/タル料22万 以上88万 円未満 11 18 1 1 19

超
小
型
月額 レン タル料22万 円未 満 4 12 0 0 12

合 計 20 38
13

5 43
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6-5今 後 の 導 入 計 画

(1)レ ベ ル ア ッ プ検 討 中 各1校

F230-25→?

N2200-50→?

F230-10→F230-15

T1500-10→T1500-20

(2)設 置 予 定 各1校

F230-10(F270-20返 却)

F230-35F230-15

F230-15(orL.P)

(3)そ の 他 各1校

目下 再 導 入 交 渉 中

2年 後 に 導 入 で き る 見 通 し(中 型 機)

端 末 機 の 増 設

6-4最 近1年 間 の 主 な 投 資

(1)電 算 機 の 設 備 投 資9校

新 機 種 お よび 端 末 機 器 の 導 入 等 、 レ ベ ル ア ッ プ の た め の 投 資 が 多 い 。

(2)そ の 他 の 設 備 投 資7校

主 に 校 舎 の 新 改 築 で あ る が 、'教 育 用VTR設 備 を 購 入 した と こ ろ も

あ る 。
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7.意 見 お よび要 望 につ い て

(1)入 学 応募 者 の 質 的 ・量 的変 化 とそ の対 象

良 くなっ た3校

質 的変 化 悪 くなっ た3校

質 的 変化 変 らない4校

大学 卒 ・大学 在 学 生 が増 加 した こ とが 目立 つ。

増加 したo校

量的 変 化 減 少 した6校

変 らない3校

対 象L教 育 内容 を高度 化 す る。

2.企 業 等 か らの派 遣 を受託 す る。

3.新 コ ーヌ を設 け る。

(2)財 政 上 の 問題 とそ の対 策

1.コ ン ピュー タ ・レン タル料 が高 く、 教 育 事業 とい うこ とで レン タル

料 の 割 引 きを して欲 しい。

2.国 ・公共 団体等 の助成。

3.コ ン ピュー タの オ ー ブ ン貸 し、 受託計 算等 の 関連 事 業部 門 を拡 大す

るo

(3)学 校 間 の協 調 ・提携

1.現 在 の と ころ は皆 無 に等 しいが、 促 進す べ きで あ る。

2.基 太 的 な カ リキ=ラ ムの確 立 。

3.教 員 の レベル ・ア ップの た め カ リキ ュ ラム等 にっ い て の討論 の場 、

研 究 会 な どが開 か れ る と よい。
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4.営 利法 人は 除外 し、 学 校法 人の 資格 に権 威 をつ け る。

(4)そ の 他各 方 面へ の要 望

1.教 育 に忠 実 な所 ほ ど経 営 が苦 しい。

2,営 利 法 人 で ない教 育 本 位 の学 校 に特 別 な 資格 を与 え る認 定 制度 が 必

要 。

3.コ ン ピュー タ ・レ ン タル料 に対 す る政府 等 の 助 成金 ない し、 コ ン ピ

ュー タ導 入 に対 す る融 資措置 を要望。

■

`

以 上

、
▼
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2.電 算機学校経営者 との懇談会の概要

要 旨

学 校経 営 者 と3回(東 京2回 、 大阪1回)の 懇談 を行 ない、経 営 上、 教

育上 の 問 題 や 学 校 間 の協 調 ・提携、 関係 方 面へ の 要 望 な どについ て意 見 を

聞い た が 、 個 々の学 校が あげ る問題 点 や要 望 は、 共通 した もの が 多 く、 い

ずれ も切 実 な もの で あ る。 しか し結 束 して当 局 な どへ陳 情 しよ う とい う積

極的 な姿 勢 は余 りみ られ なか っ た。

た だ し、 地方 の学 校 には、 そ の地 方 の 人材 の 確保 と定 着 とい う使 命感 が

見 受け られ 、 そ の た めか 財政 的要 望 な どには意 欲 的 で あ る。 これ に応え る

方策 と して地 元 の 公 共 団体 や ユ ー ザーの 優れ た学 校 に対 しての 指導 や 助成

は、 現 在、 地方 の商 工 会 議 所 な どで行 なっ てい る コン ピュー タ実 習講 座 な

どを含 めて、 地 方 都 市 にお け る情 報処 理 教育 の 振 興、 普及 に役立 つ もの と

お もわ れ るo

各 校 共通 の特 に強 い 要望 は 、 電算 機 学校 卒 業 生 に対 して第 二種検 定 の合

格 資格 を与 え る とい う〃 資格 付 与"で 、 これ は 学 校 お よび卒 業 生 が、 そ の

社会 的地 位 の 向 上 を強 く望 ん で い る、 とい うこ とで あろ う。

●

ば

1.入 学 応募 者 の 質的 ・量 的 変化 につ い て

(1)質 的 変化 につ い て

「良 くなっ た 」と 「悪 くなっ た 」との 答 が、 そ れ ぞ れ3校 つつ あ り、

大 勢 と して は変 っ てい ない とい え よ うか。

この うち、 「良 くなっ た 」とい う学 校 側の 理 由 と しては、 つ ぎの こ と

が 挙げ られ るo
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① 通 産 省 情報 処 理 技 術 者 認 定 試験 の 実 施 に伴 っ て、 目標 が定 まっ た こ

と。

②.在 校 生 の修 学 理 由 を み る と、 特 技 を もっ てい る と就 職 の とき に有利

で あ る とい う考 えが 多 くな り、大学 卒 の場 合 では 、 現 職場 で の電算 機

技能 の 必要 性 と転 職 希 望 な どの理 由が あ る こ と。 高学 歴者 が特 に夜 間

に 多 くなっ た こ とな どは そ れ を裏 書 き してい よ う。

っ ぎに 「悪 くなっ た 」とい う学校 側 の理 由 と しては 、

① 大学 騒動 中 は 優れ た大 学 生 が来 てい たが騒 動 が 落 ちつ くに つれ て来

な くなっ た こ とo

② 高校 卒 の ベ ビー ブー ムが 峠 を越 し応募 者 が減 り、 そ れ に対 応 して質

が落 ち た こ とo

を あげ てい る。

(2)量 的 変 化

どの学 校 も入 学 者 が 減 っ て き てお り、 そ の原 因 には 次 の理 由が あげ ら

れ るo

① 情報 処理 技 術者 が花 形 職 種 と騒 が れ た時代 が去 り コ ン ピュー タ熱 が

さ め て来 た ことo

② 一 部 の電 算 機学 校 が マ ヌ コ ミで た たか れ た り した た め真 面 目な経営

・教育 を行 な っ てい る学 校 ま でが 同一 視 さ れ
、 電 算 機学 校 全 体 の イ メ

ー ジが悪 くなっ た こ と。

③ レン タル料 が 高い た め に、 教育 課 程 に十分 な実 習 時 間が組 めず、 生

徒 が物 足 りなさ を感 じ出 して きた こ と。

④ 就 職先 と して、 電算 機 専 門 会 社(ソ フ トウエ ア会社 、 計 算 セ ン ター、

電 算機 製 作会 社 等)が 大 多 数 を 占め るた め、 一 般 企 業 の 電 算 機部 門 を
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1

ね ら う者 が 入学 しな くなっ た こと。

(3)対 策

① 教 育 内容 の 充 実

現 在 の 第二 種合 格 を 目標 に教 育課 程 の高 度化 をはか る。 従っ て二 種

よ り程 度 の 低い 三 種 を作 る ことは反 対で ある。 また 良い テ レビ講 座や

教 科 書(と くに プ ログ ラ ム学 習法 で 書か れ た 自習書)が 出廻 る ように

なっ た の で、 独 学 では で きない 実習 を よ り多 く充 実す る必要 が ある。

しか し なが ら、 認 定 試験合 格 を 目標 と して生徒 に強 調 す る こ とは、 教

育 が予 備校 的 に な り学 校去 来 の 目的 を失 う憂 い が 出るか ら、 認定 試 験

は 教 育 効果 をみ る指針 に した い。

② 学 校 の地 位 向上

学校 自 らは、 宣伝 費 な どの経 費 を節約 し、 その 分 を 実 習や よ り優秀

な教 師 を獲 得 す る経 費 な どに廻 し、信 用 を高 め る と同時 に、 政 府 ・関

係機 関 も学校 を実際 にみ て認 識 を 改 め、 授 業時 間(例 えば年 間1,500

時 間以 上)、 実 習時 間、 使 用 コン ピュー タ機種、 教 師 の資格(一 種、

二種 の合格 者)、 学校 法 人(借 地 、 借 家 で は法 人 に なれ ない の で特 例

を要 す)な どの条 件 を具 備す る学 校 の卒 業 生 には 二 種 試験 の 免 除、短 .

大 卒 資格 等 の特 典 を与 え る こ とが望 ま しい。

③ 適 性検 査 で不 適正 な入 学 者 を落 とす。

これ は入 学 者 の減 少に つ なが り、 経 営が苦 し くな る とい う矛 盾が あ

るの で財 政 面 とに らみ 合 せ て実 行 す る 必要 が あ るが、 質 の 向'上とい う

意 味 では 重要 で あ る0

2.財 政 上 の 問 題 とそ の 対 策

前 述 の質 ・量 の 向上 への 対 策 に は、 当 然 財政 的 な問題 を伴 うが、 そ の 他
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に次の 問題 点 が 出さ れ たo

(1)レ ン タル料 に関す る問題

この 問 題 は他 の 各種学 校 の教 科(テ レ ビ科 、 無線工 学 科 な ど)に は な

い 財 政上 の大 き な問題 で、 レン タル料 は支 出の 大部 分 を占 めてい る。 と

くに 電算 機専 門 校 は、 テ レ ビ、 ラ ジオ、 無 線 学 校 に電算 機課 程 を併 設 し

た と ころ よ り も一 層 き び しい もの が あ る。 そ こ で、 学校 では、 少 しで も

赤 字 を埋 め るた め に、 受託計 算業 務 を行 なっ た りしてい るが、 大 乗 は 教

育 事業 だ けで 財政 的 に成 り立 つ こ とが理 想 で あ る。

また、 国産 電 算 機 へ の認 識 を与 え る とい う意 味か らも、電 算 機 校 では.

大学 と同 じ教育 を してい る点 か らも、 製 作 会 社 は レン タル料 を割 引 くべ

き だが、 これ に は、 学校 の 地 位 や 信 用 と も関係す るの で早急 に 実現 す る

の は 困難iで あろ う。

1案 と して、 個 々の学 校 が 高 い レン タル料 を支 払っ て実 習す る こ と を

さけ、 共 同 で1台 の電 算 機 を利 用す る方 法 もあ る。 ま た学 校 側 と メー カ

側 と情 報 交換 の場 をつ く り、 レン タル ・バ ック して くる企 業か らの電 算

機 を安 くゆ ず り受け る よ うに す る。 しか し これ に関連 して は、 中 古 品 と

して 買い 取 る と① 数 年 は 更新 で き ない。 ② 中 古品 を教 師 が嫌 う、 ③

保 守 費が 高 くつ く、 な どの 問題 が あ る。

(2)電 算機 費用 の助 成

レ ンタル料 に対 しては 、一 般 には 各校 と も国、地 方 公 共団体 、私 学 振

興 財団 な どの 融 資 を 期待 してい る。 ま た設 備投 資 に対 して も長 期 低利 の

貸 付 け を要望 してい る。 融 資 な どの 資格 条 件 は前 述1一 ③ 一②(学 校 の

地 位 の 向上)の 条 件 が 参考 とな ろ う。

この要望 は、 地 方 の学 校 に と くに 強 い。 そ れは 、 レ ン タル料 の ほ か に、
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大 都 市か ら派 遣 講 師 を あお が ねば な らぬほ ど、 教師 不 足 に よる人件 費が

か か る こ とが影 響 してい る。 また、 この ような学 校 は そ の地 方 の 人材 を

養 成 し、 その 地方 に 提供 す る とい う意 義 が あ るの で ある か ら、 地方 公共

団 体 が こ う した 助成 をす る こ とが望 ま しい。'

しか し大 都 市の 学 校 法 人 な どは、 費 用の 助成 は各 種 学 校 の 立場 上 、本

来邪 道 で、 む しろ1-(3)一 ② の格 付 け や特 典の 方が 先 で あ る とい う意 見 ・

が 多か っ た。

3.学 校間 の協 調 提携

(1)財 政 面 での 協 調

経営 、 財政 面 で、 一 般 には 、学 校 間 の 協 調 を積 極 的 に望 ん で い るのは 、

2.3校 しか ない。

今後 は、 ① 施 設 費 の補 助 の ほ か に、 教材 に対 して も産 業 教 育 振興 法

を適 用 す る とか 、 ② 財 政 的 な何 らか の 助成 を求 め る とか 、 ③ 一1一 ③

一② の よ うな特 典 を要 望 す る よ うな問題 が 出て くれ ば学 校 間の 協 調 もえ

られ よ う。

(2)教 科 面 での協 調

教 育 課程 面 での 協 力体 制 を求 め る声 は、 経営 、 財政 面以 上 に 少 ない。 .

そ れは 教 育課 程 に こそ 各学 校 の 特色 が あるか らで ある。 しか しなが ら電

算 機 学 校 と して社 会 的 な信用 を確立 す る た めに、 必要 な教育 水 準 を 明確

にす る た めの協 調 ・提 携 につ い て は吝 か で ない。 それ には 次 の よ うな過

程 を とる こ とが実 際的 で あ る。

⑦ まず 実 務 を よ く知っ てい る企業 側 か ら、 必要 な 内容 を示 し、 ② 学

校 と企業 とで合 同 の教 育 課 程研 究会 を作 る。 ③ 教 育 の現 場 担 当者 と企

業 とで、 認定 制度 を織 り込 ん だ教 育 課 程 を作 成 す る。 この 際 、働 日大 精
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報 処理 開発 セン ター が二 種 を 目標 に作 成 した 初 級 カ リキ ュ ラムや、 引 き

つ づ き作 成 中 の初 級 テ キ ス トな どは 参考 にな るで あろ う。
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3.電 算機学校卒業生雇用者 との懇談会の概要
亀

一 τ 要 旨

電算 機 学 校 卒 業 生 を採 用 してい る企業 との懇 談会 を2回(第1回 一般 企

業、 第2回 要 員派 遣 を 中心 とす る サTビ ス会 社)に 亘 っ て行 ない、 卒 業生

採 用 の 目的 ・理 由、 配 属先 、 処遇 お よび卒 業 生 ・電算 機 学 校 に対す る評 価 、

要望 につい て意 見 を聞 い た。 各 項 目 と も両極端 な意 見 や感 想 もでた が、 そ

れ は企 業 の 業 務 内容 の違 い や た また ま採用 した卒 業生 と、 そ の学 校 に質 の

バ ラ ツキが あっ た こ とな どか ら生 じた結 果 と思わ れ る。

この調 査 項 目には ないが 、 これ か らの 問題 と して、 情 報 処理 専 門要 員 の

10年 先、20年 先 の 職場 で の位 置 づけ の こ とが あ る。

通 産 省の 情 報 処理 技 術 者 試 験制 度 につ い て は各 社 と も十 分評 価 してお り、

要 員採 用の 際 には、 この 試験 に合格 してい るか 否 か を 目安 に してい る。 し

か し給 与 面 で の特 別 の 処遇 は してい ない し、 今 後 ともす る予 定は ない よ う

で ある。

」

1.卒 業 生 採用 の 目的 ・理 由 ・員数

採用 の 目的 は一般 企 業、 要 員派 遣 会 社 と もに、 オ ペ レー タ、 プ ログ ラマ

要 員 と して で あ る。 また電 算 機学 校卒 業生 を 採用 す る理 由は 、 第一 は 情報

処理 技 術者 と して生 きてい く意欲 が あ る と見 なされ る こ と、 第二は基 礎 的

な素養 が あ り、 短 期 間 の 教育 て 即戦 力 に なり得 る こ とが あげ られ る。

職員 中の 電算 機 学校 卒 業生 の数 は企業 規 模 や採 用年 数 な どでま ち ま ちで

あ るが、 最 も多い と ころで380名 中125名(33%)で お お む ね20

～30名 とい う数 字 が で てい る。 また、 ある会 社 での 定着率 は76%と 左
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2.卒 業 生の 配属 先 、 分担業 務

雇 用者 側 の業 務 内容 に よっ て当 然違 い が あるが、 一 般 に入 社後1～2年

の者は 機器 の操 作 をさ せ て 、 その後 は、 大 人の 希 望 や 試験 お よび適性 な ど

を考 慮 して プ ログ ラ マにす る。 プ ・グ ラマに不 適格 と思 わ れ る者 は操 作 を

専 門 に させ る。 あ る会社 で は採用 試験の 成 績が 特 に よい者 に つい ては、 経

験者 と2人1組 と して、 実 務 と並行 して勉 強 を させ る方式 を とっ て よい 結

果 を得 てい る。

3.卒 業 生 の業 績

学 校 での 成績 が 良か っ た 者 は実 務 で もす ぐ役 立 つ実 力 を持っ てい るoし

か し電算 機学 校 卒 業生 と、 普通 高校 卒 業 生 を入 社後一 緒 に教 育 した場 合、

6～9ケ 月 もす る と殆 ど両 者 の実 力の 差 は な くな る。特 に 大学 の卒 業 者は 、

入社 後教 育 を受け た者 は 最 終的 に はSEに ま で なれ るが、 電 算 機学 校 卒 業

生は 難iか しいo

初 期 時代 の卒 業 生 は電 算 機学 校 を 出た よさ を技 術 の 面で 十 二分 に発揮 し

てい るが、 最 近 の 卒 業生 に は プ ・グラ ムを組 む ことばか りを考 え てい て、

地 道 な仕 事 を好 ま ず、 積 極 さが 欠 け てい る とい う点 が あ げ られた。

4.卒 業 生 の 処遇 、 配置 転 換

処遇 につい ては2Gコ ー ス卒 、1年 コーヌ卒 の 区別 や 、E令 に よる差 別

は一 切せ ず、 同 列 か らヌ ター トし、 半年 の 研修 期 間 を経 てか ら是 正す る会

社 と、電 算 機学校 卒 業 生 の学歴 は 高校 卒 と して、 それ に実 社会 経 験や電 算

機学 校 の コー ス年 数 な どを考 慮 して プ ラ スア ル ファ してい る会 社 との2っ

が あ る。

また通産 省 の 認定 試 験 の 合格 者 につい ては、 現 在の と ころ 各社 と も特別
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の 処遇 は して い ない が、 今 後 は考 慮 す る予 定 の ある会 社 もある。

一般 企 業 では
、 電算 機 部 門 が特殊 な部門 で あ るの で電 算機 要 員 と して採

用 した者 に つ い ては配 置 転換 は 行 なっ てい ない 。 電算 機要 員 と して 明かに

不適 格 と思 われ る者 の配 置 転換 の 問題 は、 電 算 機製作 会 社 や 、 ソフ トウエ

ア会社 、 計算 セ ン ター な どでは、 電 算機 の 知 識 が ある とい うことで、 営業

部 門 に 回す こ とが で き るが、 一 般 企業 では 適当 な配置 転換 先 が な く
、 この

点 が 大 きな問題 点 と なっ てい る。

5卒 業生 お よび学校 に 対す る評 価 と要 望

評 価 に つ い ては〃 非 常に よい 〃か ら〃 あ ま り大 きな期 待 は 始 めか ら して

い ない"ま で、様 々な意 見 が あっ た が、 これ は 採用 した学 校 の 質 の バ ラ ツ

キが大 きい こ とに加 えて、 卒 業生 に も大 き なバ ラ ツキが あ るの で この よ う

な両極 端 な意 見 も出た の では ない か と思わ れ る。 つ ま り教育 を 重視 す る学

校 を 優 秀 な成 績 で 卒業 した者 と、教 育 を犠牲 に した営利 本 位 の学 校 を普通

の成 績 で卒 業 した者 とでは、 必 然的 に大 き な開 きが あ るの で一概 には 云 え

ない 、 とい うこ とで あ るo

学 校 お よび卒 業 生 に 対す る要 望 と しては 次 の点 が挙げ られ た。

① 履 修課 目は種 々 ある が、 個 々の授 業 時間 が短 いの で、 結 局 中途 半端 に

な りや す い ので 的 を しぼ っ て欲 しい。

② 学 校 か らの 書類 では 成 績 を3～4段 階 に分 け て評価 してい るが、 もっ

と細 く分 け られ ない か。

③ 基礎 的 な教 育 を徹底 的 に行 っ て応用 の き くよ うに してほ しい。

④ 短 期 間 コー ヌは 実 戦 力 を養 え る ように 電算 機 専 門に し、 長 期間 コー ス

は 周辺 科学 も取 り入 れ る な どコー スの差 をつ け た らど うか。

⑤ 成 績証 な どに人物 の評 価欄 があっ た方 が よい。
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⑥ 〃業 務 上知 っ た機 密 を 漏 さ ない"な どの モ ラル に関 す る指導 も してほ

しいo

⑦ 実 習時 間 に特 定 の 生徒 ば か りが機 械 に触 れ るこ とが ない よ うに して、

誰 で もが機械 に触 れ られ る よ うな環 境 に して ほ しい。

⑧ 現 在 は1年 コー ス修 了 者 と2Gコ ー ス修 了者 の 格差 が あ ま りない 。2

年 修 了者 と明 確 に判 る ぐ らい の内容 の 差が 欲 しい。
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